
6. 関係者の意見等 

6.1 関係地方公共団体からなる検討の場 

(1) 実施状況 

横瀬川ダム検証を進めるにあたり、検討主体と関係地方公共団体において相互

の立場を理解しつつ、検討内容の認識を深めることを目的として、検討の場を設

置し、平成 24 年 11 月 28 日までに検討の場を 1 回、幹事会を 5 回開催した。 

第 1 回幹事会において確認された検討の場の規約を P6-3～P6-6 に示す。 

また、これまでの検討の場の開催状況は、P1-6 の「表 1-2-2 検討の場の実施経

緯」に示すとおりである。 

 

(2) 検討主体が示した内容に対する構成員の見解 

平成 24 年 10 月 25 日に開催した検討の場において、検討主体が示した内容に対

する構成員の見解は以下のとおりである。 

 

〔高知県〕尾﨑知事 

・治水対策や新規利水などの総合的な評価として も有利な案は、横瀬川ダム

案ということで、コスト面などから妥当な評価と考える。 

・中筋川沿川の地域では、中筋川ダムの完成以降も、家屋、農地、国道等の浸

水被害が発生している。また、横瀬川ダムは、四万十市の上水道の水源とし

ても位置付けられている。このため、浸水被害の一日も早い解消と衛生的な

飲料水の安定確保に向け、横瀬川ダム建設に遅れが生じないよう、早期に検

証の結果を出していただきたい。 

・来年度の予算枠が間もなく固まる時期になるが、大臣の方針が出されれば、

速やかに方針に沿った対策が促進できるよう、予算を確保しておいていただ

きたい。 

 

〔四万十市〕田中市長 

・四万十市は、歴史的に洪水の被害に見舞われてきた。その中でも中筋川は河

床勾配が緩く排水が良くない。国道等の浸水も長時間となり、住民の生活に

支障を来たしている。 

・旧中村市時代からダム推進という立場で議会でも論議をして、議決もされ、

市を上げて取り組んできている。 

・四万十市・宿毛市で構成する横瀬川ダム建設促進期成同盟会も開かれ、早期

着手、早期完成の決議もなされている。 

・災害から生命、財産を守り、地域活性化のためにはダム案以外の対策はあり

得ないと考える。是非出来るだけ早い時期にダムの再着手をお願いしたい。 

・西部統合簡易水道事業は、横瀬川ダムがあって成り立つものである。ダム事

業のストップで水道のパイプラインの延伸もストップせざるを得なくなって

いる。現在の進捗状況からもダム案以外の対策はあり得ないと考える。 
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・西部統合簡易水道事業の一日も早い効果発現、また渇水時の農業用水を含め

た必要流量の確保のため、横瀬川ダムの早期着工・完成を強く望むものであ

る。 

 

〔宿毛市〕沖本市長 

・これまでの幹事会において、ダム建設とそれ以外の治水・利水・正常流量の

3 つの面について検討されているが、特に治水対策は重要と考えている。 

・堤防の越水や破堤の恐れのある大洪水には、ダム建設は必要であると考えて

おり、ダム建設は早急に取り組んで頂きたい。 

・そのうえで、今後の課題として意見を述べたい。中筋川流域は、河川勾配が

緩く、その上、流域と河川の標高差が小さいなど、内水洪水を受けやすい地

形である。 

・十数年前の中筋川ダム完成後も、今年、平田の国道 56 号線が浸水したように、道

路や家屋・農地などの内水被害が頻発している。こうした多発する内水洪水

対策についても調査・検討をして頂きたい。 

・以上をまとめると、ダム建設事業はできるだけ早く進めて欲しい。また、ダ

ム事業とあわせて、内水など様々な洪水被害対策も進めて頂きたい。 
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6.2 パブリックコメント 

横瀬川ダム建設事業の検証において、検討の参考とするため、治水、利水、流水の

正常な機能の維持の複数の対策案を立案し、概略評価による対策案の抽出を行った時

点でパブリックコメントを実施した。意見募集の概要及び意見募集結果は以下のとお

り。 

 

6.2.1 意見募集の概要 

(1) 意見募集対象 

①治水・利水・流水の正常な機能の維持の対策案の具体的提案について 

②治水・利水・流水の正常な機能の維持の対策案の概略評価について  

 

(2) 募集期間 

平成 23 年 5 月 27 日（金）～平成 23 年 6 月 27 日（月） 

 

(3) 提出方法 

郵送・FAX・電子メールのいずれかの方法 

 

(4) 意見募集結果の概要 

1) 意見提出者 

 45（個人 44、団体 1） 

 

2) 意見概要 

①治水・利水・流水の正常な機能の維持の対策案の具体的提案について 

・治水対策案の遊水地案について、「横瀬川ダムの貯水池を遊水地でカバ－

するための農地を確保することは非現実的」、「これまで治水事業で守られ

てきた優良農地を取り上げ犠牲にすることは、地元としては受け入れない」

などのご意見がありました。 

②治水・利水・流水の正常な機能の維持の対策案の概略評価について 

・工期、実現性の評価等についてご意見がありました。 
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6.2.2 パブリックコメントにより寄せられたご意見 

パブリックコメントにより寄せられたご意見については、これらのご意見に対す

る検討主体の考え方を整理し、横瀬川ダム検証の参考とした。 

寄せられたご意見に対する検討主体の考え方を表 6-2-1 に示す。 

なお、できるだけわかりやすく説明する観点から、寄せられたご意見等について、

その論点を体系的に整理したうえで、論点ごとに検討主体の考え方を示す。 
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表
6
-
2
-
1
-
(
1
)
 

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

と
検

討
主

体
の

考
え

方
(
1
/
8
)
 

分
類

番
号

ご
意

見
を

踏
ま

え
た

論
点

(下
段

は
、

論
点

に
対

応
す

る
ご

意
見

の
例

)
検

討
主

体
の

考
え

方

1

【
遊

水
地

(調
節

池
)等

を
含

む
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

】

・横
瀬

川
ダ

ム
の

貯
水

量
を

遊
水

地
で

カ
バ

ー
す

る
た

め
の

広
さ

の
農

地
を

確
保

す
る

こ
と

は
非

現
実

的
で

、
困

難
で

は
な

い
か

。

・遊
水

池
が

想
定

さ
れ

て
い

る
江

ノ
村

箇
所

は
、

つ
る

の
里

づ
く
り

と
し

て
自

然
再

生
協

議
会

も
全

面
的

に
支

援
を

行
い

、
ツ

ル
の

越
冬

地
造

成
や

無
農

薬
米

の
栽

培
な

ど
、

地
域

全
体

と
し

て
活

動
が

行
わ

れ
農

業
基

盤
の

発
展

に
も

つ
な

げ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

地
を

遊
水

池
と

す
る

な
ら

ば
、

地
域

の
取

り
組

み
に

水
を

さ
す

も
の

で
あ

り
、

地
域

と
し

て
は

到
底

納
得

で
き

る
も

の
で

は
な

い
と

考
え

る
。

・当
地

域
は

、
地

域
経

済
が

低
迷

す
る

中
で

農
業

が
大

き
な

経
済

基
盤

に
な

っ
て

お
り

、
近

で
は

無
農

薬
米

の
栽

培
な

ど
新

た
な

農
業

の
取

り
組

み
も

進
め

ら
れ

て
い

る
。

「堤
防

か
さ

上
げ

案
」や

「遊
水

地
案

」な
ど

の
治

水
対

策
案

は
、

こ
れ

ま
で

の
治

水
事

業
等

で
守

ら
れ

て
き

た
優

良
農

地
を

取
り

上
げ

犠
牲

に
す

る
こ

と
に

な
り

地
元

と
し

て
は

到
底

受
け

入
れ

な
い

案
で

あ
る

。

・｢
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣に
お

い
て

、
「治

水
対

策
案

は
、

以
下

の
1)

～
26

)を
参

考
に

し
て

、
幅

広
い

方
策

を
組

み
合

わ
せ

て
検

討
す

る
（略

) 
3
)遊

水
地

(調
節

池
)等

」と
規

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
れ

に
基

づ
き

、
遊

水
地

を
含

む
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

も
検

討
を

行
っ

て
い

ま
す

。

・ご
意

見
を

踏
ま

え
、

遊
水

地
案

に
つ

い
て

は
、

営
農

へ
の

影
響

に
配

慮
し

、
農

地
へ

の
影

響
を

少
し

で
も

回
避

す
る

た
め

に
遊

水
地

面
積

を
小

さ
く
し

た
『遊

水
地

(掘
削

無
し

（小
）)

』 と
、

他
の

治
水

対
策

と
組

み
合

わ
せ

て
、

複
数

の
治

水
対

策
案

と
し

て
検

討
し

ま
す

。

・ま
た

、
同

様
に

営
農

へ
の

影
響

に
配

慮
し

た
、

「
放

水
路

（海
ル

ー
ト

）」
、

「放
水

路
（四

万
十

川
ル

ー
ト

(小
）
）」

、
「既

設
ダ

ム
の

有
効

活
用

（
中

筋
川

ダ
ム

貯
水

池
掘

削
）」

が
含

ま
れ

る
対

策
案

も
、

複
数

の
治

水
対

策
案

と
し

て
検

討
し

ま
す

。

★
ご

意
見

を
踏

ま
え

、
対

策
案

を
追

加
し

た
も

の

★
頂

い
た

主
な

ご
意

見

◆
各

対
策

案
の

概
略

評
価

に
つ

い
て

2

【
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

を
含

む
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

】

・本
流

の
水

位
が

僅
か

で
も

低
け

れ
ば

排
水

ポ
ン

プ
の

能
力

が
高

ま
る

こ
と

か
ら

、
横

瀬
川

ダ
ム

の
完

成
に

よ
る

洪
水

調
節

に
期

待
す

る
。

・我
々

に
と

っ
て

は
大

雨
に

よ
る

出
水

を
調

節
し

て
床

下
浸

水
等

を
未

然
に

防
止

し
て

も
ら

う
為

に
、

横
瀬

ダ
ム

が
必

要
不

可
欠

で
あ

る
と

考
え

る
。

・今
後

完
成

ま
で

に
要

す
る

費
用

及
び

完
成

ま
で

の
期

間
を

勘
案

す
る

と
、

議
論

の
余

地
は

無
く
、

誰
が

見
て

も
現

計
画

の
横

瀬
川

ダ
ム

の
建

設
が

適
な

方
法

で
あ

る
。

・中
筋

川
ダ

ム
だ

け
で

は
大

雨
時

の
冠

水
時

の
ず

ら
し

が
ま

だ
足

り
ず

、
 山

田
・平

田
地

区
の

道
路

が
冠

水
し

て
し

ま
う

の
で

横
瀬

川
ダ

ム
も

設
置

し
対

応
を

し
て

く
だ

さ
い

。

・地
域

の
過

疎
化

、
そ

れ
に

伴
う

高
齢

化
を

考
え

る
と

災
害

が
あ

っ
た

場
合

に
避

難
、

救
援

の
体

制
に

ぜ
い

弱
性

を
感

じ
る

。
現

行
対

策
案

を
超

え
る

災
害

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
わ

け
で

、
よ

り
万

全
な

対
策

と
し

て
ダ

ム
が

必
要

で
あ

る
。

・中
筋

川
は

河
床

勾
配

が
1/

25
0
00

以
下

と
緩

く
、

現
況

堤
防

高
も

四
万

十
川

（実
崎

）と
中

筋
川

（磯
の

川
）
は

さ
ほ

ど
の

高
低

差
な

い
。

洪
水

時
に

は
四

万
十

川
水

位
の

上
昇

も
考

え
ら

れ
、

水
量

の
流

下
は

大
き

く
は

望
め

な
い

。
中

筋
川

と
横

瀬
川

の
合

流
地

点
部

の
洪

水
対

策
に

は
流

下
雨

量
を

減
ら

す
こ

と
が

現
実

的
に

可
能

な
唯

一
の

方
法

と
考

え
る

。

・ダ
ム

案
は

用
地

も
解

決
済

み
で

あ
り

、
他

の
施

設
（
付

け
替

え
道

路
、

仮
排

水
ト

ン
ネ

ル
等

）も
完

成
し

て
い

る
事

か
ら

、
事

業
の

説
明

責
任

か
ら

考
え

れ
ば

他
の

概
略

対
策

は
現

実
的

で
な

い
。

等

・横
瀬

川
ダ

ム
の

検
証

は
、

「今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
有

識
者

会
議

」
が

と
り

ま
と

め
た

「
中

間
と

り
ま

と
め

」を
踏

ま
え

て
、

国
土

交
通

大
臣

か
ら

四
国

地
方

整
備

局
に

対
し

て
、

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

を
行

う
よ

う
、

指
示

さ
れ

る
と

と
も

に
、

検
討

の
手

順
や

方
法

を
定

め
た

｢ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
｣が

通
知

さ
れ

、
こ

れ
に

基
づ

き
検

討
を

行
っ

て
い

ま
す

。

・な
お

、
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

の
こ

れ
ま

で
の

経
緯

も
踏

ま
え

、
出

来
る

だ
け

速
や

か
に

対
応

方
針

（案
）を

と
り

ま
と

め
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
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表
6
-
2
-
1
-
(
2
)
 

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

と
検

討
主

体
の

考
え

方
(
2
/
8
)
 

分
類

番
号

ご
意

見
を

踏
ま

え
た

論
点

(下
段

は
、

論
点

に
対

応
す

る
ご

意
見

の
例

)
検

討
主

体
の

考
え

方

4

【
堤

防
の

か
さ

上
げ

を
含

む
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

】

・用
地

買
収

、
隣

接
す

る
道

路
・
橋

等
多

く
の

改
修

が
必

要
と

な
り

、
整

備
期

間
が

長
く
、

実
現

性
が

問
題

で
す

。

・(
再

掲
)当

地
域

は
、

地
域

経
済

が
低

迷
す

る
中

で
農

業
が

大
き

な
経

済
基

盤
に

な
っ

て
お

り
、

近
で

は
無

農
薬

米
の

栽
培

な
ど

新
た

な
農

業
の

取
り

組
み

も
進

め
ら

れ
て

い
る

。
「堤

防
か

さ
上

げ
案

」
や

「遊
水

地
案

」な
ど

の
治

水
対

策
案

は
、

こ
れ

ま
で

の
治

水
事

業
等

で
守

ら
れ

て
き

た
優

良
農

地
を

取
り

上
げ

犠
牲

に
す

る
こ

と
に

な
り

地
元

と
し

て
は

到
底

受
け

入
れ

な
い

案
で

あ
る

。

等

・｢
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣に
お

い
て

、
「治

水
対

策
案

は
、

以
下

の
1)

～
26

）を
参

考
に

し
て

、
幅

広
い

方
策

を
組

み
合

わ
せ

て
検

討
す

る
(略

）
7)

堤
防

の
か

さ
上

げ
」
と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

堤
防

の
か

さ
上

げ
を

含
む

治
水

対
策

案
に

つ
い

て
も

検
討

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・具
体

的
に

は
、

同
細

目
に

基
づ

き
検

討
を

行
っ

た
1
8の

治
水

対
策

案
の

う
ち

堤
防

の
か

さ
上

げ
を

中
心

と
す

る
治

水
対

策
案

に
加

え
、

河
道

の
掘

削
、

放
水

路
、

遊
水

地
や

既
設

ダ
ム

の
有

効
活

用
な

ど
と

組
み

合
わ

せ
た

も
の

も
含

め
、

14
の

治
水

対
策

案
に

お
い

て
、

堤
防

の
か

さ
上

げ
を

含
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
、

14
の

治
水

対
策

案
の

比
較

検
討

の
結

果
と

し
て

、
終

的
に

「横
瀬

川
ダ

ム
を

含
ま

な
い

治
水

対
策

案
」
と

し
て

抽
出

し
た

5
案

の
う

ち
、

4
案

が
堤

防
の

か
さ

上
げ

を
含

ん
で

い
ま

す
。

・ま
た

、
｢ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣に
お

い
て

、
「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
河

川
や

流
域

の
特

性
に

応
じ

、
以

下
の

1
)～

7
)で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(略
) 

3
)実

現
性

  
(略

) 
6
）
地

域
社

会
へ

の
影

響
」と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

横
瀬

川
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

農
地

な
ど

用
地

買
収

が
伴

う
こ

と
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

評
価

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

【
河

道
の

掘
削

を
含

む
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

】

・掘
削

の
案

で
す

が
中

筋
川

の
勾

配
は

大
変

ゆ
る

く
そ

の
効

果
が

心
配

さ
れ

ま
す

。

・河
岸

を
掘

削
し

、
河

道
を

拡
幅

す
る

こ
と

に
よ

り
、

河
川

本
来

が
有

し
て

い
る

瀬
と

淵
の

構
造

や
自

然
河

岸
を

喪
失

さ
せ

る
可

能
性

が
大

き
く
、

ス
ジ

ア
オ

ノ
リ

や
魚

類
、

鳥
類

を
含

む
当

河
川

独
特

の
河

川
生

態
系

に
対

し
て

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

す
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

具
体

的
に

は
、

水
辺

の
河

畔
林

や
植

生
が

失
わ

れ
る

と
、

そ
こ

か
ら

落
下

す
る

昆
虫

な
ど

を
捕

食
す

る
魚

類
に

と
っ

て
は

餌
の

供
給

量
が

減
少

す
る

と
と

も
に

、
河

岸
植

生
や

水
中

植
物

な
ど

魚
類

の
隠

れ
家

と
な

る
場

所
が

失
わ

れ
る

と
い

っ
た

問
題

も
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

。
さ

ら
に

、
河

岸
の

湿
地

帯
が

失
わ

れ
る

と
鳥

類
の

越
冬

地
と

し
て

も
適

さ
な

く
 な

る
可

能
性

が
考

え
ら

れ
る

。

・中
筋

川
は

こ
れ

ま
で

に
河

道
掘

削
に

よ
っ

て
広

げ
ら

れ
る

と
こ

ろ
ま

で
は

広
げ

堤
防

の
保

護
も

重
ね

て
き

て
い

る
。

河
道

内
の

樹
木

伐
採

等
も

す
す

め
治

水
効

果
を

あ
げ

る
た

め
の

こ
と

は
し

て
き

た
と

思
わ

れ
る

。
し

か
し

こ
れ

以
上

の
掘

削
等

を
進

め
治

水
効

果
を

上
げ

る
た

め
工

事
を

進
め

る
と

、
過

去
の

下
流

域
の

堀
切

掘
削

の
結

果
塩

分
に

よ
る

塩
害

の
問

題
が

起
き

た
よ

う
な

こ
と

が
起

こ
り

う
る

。
中

筋
川

は
も

う
こ

れ
以

上
側

面
、

河
床

の
掘

削
は

す
で

に
出

来
て

い
て

も
う

余
地

は
な

い
。

仮
に

川
幅

を
広

げ
た

と
し

て
も

、
流

水
の

落
差

の
な

い
河

川
の

た
め

効
果

は
期

待
で

き
な

い
。

・ス
ジ

ア
オ

ノ
リ

の
生

育
域

の
保

全
、

塩
水

遡
上

防
止

、
上

流
の

ウ
グ

イ
・
ア

ユ
・
ヨ

シ
ノ

ボ
リ

の
生

育
域

の
保

全
に

配
慮

し
た

掘
削

下
限

高
を

設
定

し
、

下
限

高
以

下
の

掘
削

は
行

わ
な

い
と

し
て

い
る

が
、

具
体

的
な

下
限

高
の

設
定

根
拠

が
不

明
で

あ
る

。

・中
筋

川
改

修
で

は
河

道
付

替
え

時
に

、
塩

害
訴

訟
に

発
展

し
た

経
緯

も
あ

り
、

河
道

掘
削

案
に

は
事

業
者

と
し

て
塩

水
遡

上
対

策
（堰

等
）
の

恒
久

対
策

が
必

要
で

あ
る

。

・河
道

掘
削

は
単

一
的

な
断

面
と

な
り

、
生

態
系

に
与

え
る

影
響

は
非

常
に

大
き

な
も

の
と

な
る

。
そ

の
一

方
で

、
中

筋
川

流
域

で
は

『
ツ

ル
の

里
づ

く
り

』
（希

少
種

の
保

全
・多

様
な

生
息

環
境

の
復

元
）

を
目

指
し

て
お

り
、

河
道

掘
削

案
は

、
環

境
影

響
か

ら
受

け
入

れ
ら

れ
な

い
。

等

★
頂

い
た

主
な

ご
意

見

◆
各

対
策

案
の

概
略

評
価

に
つ

い
て

・｢
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣に
お

い
て

、
「治

水
対

策
案

は
、

以
下

の
1)

～
26

）を
参

考
に

し
て

、
幅

広
い

方
策

を
組

み
合

わ
せ

て
検

討
す

る
。

(略
）5

)河
道

の
掘

削
」と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

河
道

の
掘

削
を

含
む

治
水

対
策

案
に

つ
い

て
も

検
討

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・具
体

的
に

は
、

同
細

目
に

基
づ

き
検

討
を

行
っ

た
1
8の

治
水

対
策

案
の

う
ち

河
道

の
掘

削
を

中
心

と
す

る
治

水
対

策
案

に
加

え
、

堤
防

の
か

さ
上

げ
、

放
水

路
、

遊
水

地
や

既
設

ダ
ム

の
有

効
活

用
な

ど
と

組
み

合
わ

せ
た

も
の

も
含

め
、

13
の

治
水

対
策

案
に

お
い

て
、

河
道

の
掘

削
を

含
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
、

13
の

治
水

対
策

案
の

比
較

検
討

の
結

果
と

し
て

、
終

的
に

「
横

瀬
川

ダ
ム

を
含

ま
な

い
治

水
対

策
案

」と
し

て
抽

出
し

た
5案

は
全

て
、

河
道

の
掘

削
を

含
ん

で
い

ま
す

。

・ま
た

、
｢ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣に
お

い
て

、
「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
河

川
や

流
域

の
特

性
に

応
じ

、
以

下
の

1)
～

7)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(略
) 

1)
安

全
度

(被
害

軽
減

効
果

) 
ｲ
)河

川
整

備
計

画
レ

ベ
ル

の
目

標
に

対
し

安
全

を
確

保
で

き
る

か
 (
略

) 
7）

環
境

へ
の

影
響

」
と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

横
瀬

川
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

安
全

度
及

び
魚

類
、

植
物

な
ど

に
対

す
る

河
道

の
掘

削
に

よ
る

影
響

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
評

価
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

・中
筋

川
に

は
特

定
種

の
ヤ

リ
タ

ナ
ゴ

、
タ

モ
ロ

コ
、

モ
ツ

ゴ
が

生
息

す
る

と
と

も
に

、
特

別
天

然
記

念
物

に
指

定
さ

れ
て

い
る

ナ
ベ

ヅ
ル

の
渡

来
が

確
認

さ
れ

る
な

ど
、

豊
か

な
自

然
環

境
を

有
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

河
道

の
掘

削
を

含
む

治
水

対
策

案
の

立
案

に
あ

た
っ

て
は

、
魚

類
等

の
生

息
・移

動
へ

の
影

響
を

回
避

す
る

た
め

に
、

掘
削

下
限

高
を

平
水

位
程

度
と

し
て

設
定

し
て

お
り

、
河

床
や

水
中

へ
の

影
響

も
小

さ
く
、

部
分

的
に

存
在

す
る

自
然

の
瀬

淵
状

態
を

維
持

で
き

る
と

想
定

し
て

ま
す

。
ま

た
、

自
然

の
潮

止
め

機
能

を
有

す
る

中
筋

川
5k

m
付

近
の

深
河

床
高

も
現

状
の

ま
ま

維
持

す
る

こ
と

で
、

塩
水

の
遡

上
に

変
化

は
少

な
い

と
考

え
て

お
り

堰
な

ど
の

新
設

は
検

討
し

て
い

ま
せ

ん
。

3

6-10



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表
6
-
2
-
1
-
(
3
)
 

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

と
検

討
主

体
の

考
え

方
(
3
/
8
)
 

分
類

番
号

ご
意

見
を

踏
ま

え
た

論
点

(下
段

は
、

論
点

に
対

応
す

る
ご

意
見

の
例

)
検

討
主

体
の

考
え

方

【
ダ

ム
の

有
効

活
用

(ダ
ム

再
開

発
・
再

編
、

操
作

ル
ー

ル
の

見
直

し
等

)を
含

む
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

】

・既
設

ダ
ム

の
か

さ
上

げ
案

、
等

も
２

０
年

も
要

す
る

こ
と

に
は

被
害

地
区

の
私

達
に

は
耐

え
ら

れ
な

い
。

・｢
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣に
お

い
て

、
「治

水
対

策
案

は
、

以
下

の
1)

～
26

）を
参

考
に

し
て

、
幅

広
い

方
策

を
組

み
合

わ
せ

て
検

討
す

る
。

(略
）
 2

)ダ
ム

の
有

効
活

用
(ダ

ム
再

開
発

・再
編

、
操

作
ル

ー
ル

の
見

直
し

等
）」

と
規

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
れ

に
基

づ
き

、
ダ

ム
の

有
効

活
用

を
含

む
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

も
検

討
を

行
っ

て
い

ま
す

。

・具
体

的
に

は
、

同
細

目
に

基
づ

き
検

討
を

行
っ

た
18

の
治

水
対

策
案

の
う

ち
、

河
道

の
掘

削
、

堤
防

の
か

さ
上

げ
や

遊
水

地
と

組
み

合
わ

せ
た

6の
治

水
対

策
案

に
お

い
て

ダ
ム

の
有

効
活

用
(ダ

ム
再

開
発

・再
編

、
操

作
ル

ー
ル

の
見

直
し

等
)を

含
ん

で
い

ま
す

。

・ま
た

、
｢ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣に
お

い
て

、
「立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
河

川
や

流
域

の
特

性
に

応
じ

、
以

下
の

1)
～

7)
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(略
) 

1)
安

全
度

(略
）
 ﾊ

)段
階

的
に

ど
の

よ
う

に
安

全
度

が
確

保
さ

れ
て

い
く
の

か
」と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

横
瀬

川
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

各
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

、
対

策
実

施
手

順
を

想
定

し
、

段
階

的
に

確
保

さ
れ

る
安

全
度

に
つ

い
て

評
価

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

・既
設

ダ
ム

の
未

利
用

の
利

水
容

量
を

治
水

容
量

に
拡

大
し

、
後

放
流

の
制

限
可

能
な

管
理

型
の

ダ
ム

に
改

修
す

る
。

・中
筋

川
ダ

ム
の

利
水

容
量

を
治

水
容

量
に

買
い

取
る

方
策

に
つ

い
て

は
、

河
道

の
掘

削
、

堤
防

の
か

さ
上

げ
や

遊
水

地
と

組
み

合
わ

せ
て

、
2の

治
水

対
策

案
を

立
案

し
て

い
ま

す
。

な
お

、
「
後

放
流

の
制

限
可

能
な

管
理

型
の

ダ
ム

に
改

修
す

る
」こ

と
に

つ
い

て
は

、
洪

水
の

ピ
ー

ク
流

量
を

低
減

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
こ

と
か

ら
、

治
水

対
策

案
と

し
て

は
立

案
し

て
い

ま
せ

ん
。

【
概

略
評

価
の

視
点

に
つ

い
て

】

・工
期

と
実

現
性

が
重

要
と

考
え

ま
す

。
地

域
住

民
は

、
と

に
か

く
早

い
整

備
を

希
望

し
て

い
る

。
・治

水
対

策
案

に
つ

い
て

は
、

｢ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
｣に

お
い

て
「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
、

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
１

）～
7）

で
示

す
よ

う
に

評
価

軸
で

評
価

す
る

。
（
略

)
１

）
安

全
度

(略
) 

ﾊ
)段

階
的

に
ど

の
よ

う
に

安
全

度
が

確
保

さ
れ

て
い

く
の

か
（
略

）
 3

)実
現

性
」と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

横
瀬

川
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

各
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

、
対

策
実

施
手

順
を

想
定

し
、

段
階

的
に

確
保

さ
れ

る
安

全
度

及
び

実
現

性
に

つ
い

て
、

評
価

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

・ま
た

、
利

水
対

策
案

に
つ

い
て

は
、

同
細

目
に

お
い

て
「立

案
し

た
利

水
対

策
案

を
、

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1
)～

6
)で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(略
）
 1

)目
標

(略
) 
ﾛ
)段

階
的

に
ど

の
よ

う
に

効
果

が
確

保
さ

れ
て

い
く
の

か
 (
略

) 
3)

実
現

性
」と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

横
瀬

川
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

一
定

の
期

限
後

に
確

保
さ

れ
る

効
果

及
び

実
現

性
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

評
価

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

・全
国

一
律

で
評

価
す

る
べ

き
で

は
な

く
、

そ
の

河
川

及
び

流
域

の
こ

と
を

一
番

よ
く
知

っ
て

お
り

、
そ

こ
で

生
活

を
し

て
い

る
住

民
の

意
向

を
「
第

一
」に

す
る

べ
き

で
あ

る
。

・な
お

、
検

証
に

係
る

検
討

に
当

た
っ

て
は

、
透

明
性

の
確

保
を

図
り

、
地

域
の

意
向

を
十

分
に

反
映

す
る

た
め

の
措

置
を

取
る

こ
と

が
重

要
と

考
え

て
い

ま
す

。
検

討
過

程
に

お
い

て
は

、
主

要
な

段
階

で
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

を
行

い
、

広
く
意

見
を

募
集

す
る

こ
と

、
関

係
住

民
の

意
見

を
聴

く
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

5 6

★
頂

い
た

主
な

ご
意

見

◆
各

対
策

案
の

概
略

評
価

に
つ

い
て

6-11



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表
6
-
2
-
1
-
(
4
)
 

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

と
検

討
主

体
の

考
え

方
(
4
/
8
)
 

分
類

番
号

ご
意

見
を

踏
ま

え
た

論
点

(下
段

は
、

論
点

に
対

応
す

る
ご

意
見

の
例

)
検

討
主

体
の

考
え

方

7

【
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
つ

い
て

】

・こ
れ

ま
で

幾
度

も
台

風
や

集
中

豪
雨

に
み

ま
わ

れ
る

度
に

浸
水

。
ま

た
、

冬
期

に
は

渇
水

。
せ

っ
か

く
の

治
水

・
利

水
目

的
の

ダ
ム

計
画

を
凍

結
。

政
権

が
変

わ
っ

て
の

地
元

無
視

の
施

策
に

対
し

て
多

い
に

憤
り

を
感

じ
る

。

・近
年

豪
雨

の
度

に
災

害
に

み
ま

わ
れ

て
お

り
市

民
生

活
は

も
と

よ
り

地
域

の
開

発
に

大
き

な
支

障
を

き
た

し
て

い
る

。
今

ま
で

の
経

過
を

考
え

れ
ば

、
ダ

ム
建

設
が

適
で

あ
る

こ
と

が
明

確
で

ダ
ム

以
外

の
方

策
は

全
く
検

討
の

余
地

は
な

い
。

・横
瀬

川
ダ

ム
建

設
の

是
非

は
東

日
本

大
震

災
の

教
訓

か
ら

想
定

水
量

・
被

害
の

再
検

証
を

行
い

、
遊

水
池

確
保

、
直

轄
河

川
の

河
床

の
掘

削
、

堤
防

の
補

強
等

、
ア

ン
ケ

ー
ト

な
ど

地
元

住
民

の
提

案
や

意
見

を
聴

取
し

て
事

業
の

必
要

度
で

決
定

す
る

。

・も
と

も
と

治
水

・
 利

水
の

目
的

に
現

行
案

が
是

と
し

て
進

行
し

て
い

た
。

早
期

の
検

証
期

間
を

終
え

ダ
ム

の
早

期
完

成
を

望
む

。

・直
轄

ダ
ム

事
業

は
、

全
て

中
止

す
る

の
で

し
ょ

う
か

？
地

元
的

・
環

境
的

に
も

特
段

の
問

題
も

な
い

事
業

は
、

一
日

も
早

く
検

証
作

業
を

終
え

て
、

事
業

再
開

を
お

願
い

し
ま

す
。

等

・横
瀬

川
ダ

ム
の

検
証

は
、

｢ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
｣に

基
づ

き
検

討
を

行
っ

て
い

ま
す

。

・同
細

目
に

お
い

て
、

「
検

証
に

係
る

検
討

に
あ

た
っ

て
は

、
(略

) 
関

係
地

方
公

共
団

体
か

ら
な

る
検

討
の

場
を

設
置

し
、

相
互

の
立

場
を

理
解

し
つ

つ
、

検
討

内
容

の
認

識
を

深
め

検
討

を
進

め
る

。
」と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。

・ま
た

、
検

証
に

係
る

検
討

に
当

た
っ

て
は

、
透

明
性

の
確

保
を

図
り

、
地

域
の

意
向

を
十

分
に

反
映

す
る

た
め

の
措

置
を

取
る

こ
と

が
重

要
と

考
え

て
い

ま
す

。
検

討
過

程
に

お
い

て
は

、
主

要
な

段
階

で
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

を
行

い
、

広
く
意

見
を

募
集

す
る

こ
と

、
関

係
住

民
の

意
見

を
聴

く
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

・な
お

、
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

の
こ

れ
ま

で
の

経
緯

も
踏

ま
え

、
出

来
る

だ
け

速
や

か
に

対
応

方
針

（案
）を

と
り

ま
と

め
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

【
治

水
対

策
全

般
に

つ
い

て
】

・私
達

の
宿

毛
市

戸
内

地
区

で
は

、
こ

こ
数

十
年

間
毎

年
の

よ
う

に
水

害
に

悩
ま

さ
れ

て
い

る
。

住
宅

は
も

ち
ろ

ん
国

道
・県

道
・
市

道
・農

作
物

の
被

害
を

受
け

て
た

。
そ

の
た

め
、

中
筋

川
ダ

ム
の

建
設

を
住

民
挙

げ
て

協
力

を
し

て
き

た
が

、
浸

水
被

害
の

解
消

に
至

っ
て

い
な

い
の

が
現

状
で

あ
り

、
一

日
も

早
い

被
害

の
解

消
を

願
っ

て
い

る
。

・元
来

中
筋

川
流

域
は

河
川

の
氾

濫
に

よ
り

、
地

域
住

民
の

生
活

、
農

水
産

業
の

被
害

は
甚

大
な

も
の

で
あ

っ
た

。
近

で
は

中
筋

川
右

左
岸

の
土

手
の

改
修

、
中

筋
川

ダ
ム

の
建

設
に

よ
り

洪
水

調
整

が
行

わ
れ

、
昔

か
ら

比
べ

る
と

治
水

に
つ

い
て

は
ず

い
分

改
善

さ
れ

て
き

た
が

、
中

筋
川

ダ
ム

だ
け

で
は

ま
だ

ま
だ

不
十

分
。

特
に

洪
水

時
、

道
路

（国
道

）冠
水

の
為

、
救

急
搬

送
に

支
障

を
き

た
し

、
人

命
に

も
か

か
わ

る
。

・ご
意

見
の

と
お

り
、

中
筋

川
流

域
で

は
近

年
で

も
浸

水
被

害
が

相
次

ぎ
、

早
急

な
治

水
対

策
が

必
要

で
あ

る
と

認
識

し
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
「
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
実

施
要

領
細

目
」に

基
づ

き
、

予
断

無
く
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

進
め

、
出

来
る

だ
け

速
や

か
に

対
応

方
針

(案
)を

と
り

ま
と

め
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

・な
お

、
中

筋
川

の
直

轄
管

理
区

間
に

つ
い

て
は

、
「
渡

川
水

系
中

筋
川

河
川

整
備

計
画

［直
轄

管
理

区
間

］
」で

定
め

ら
れ

た
河

道
内

の
樹

木
伐

採
と

堤
防

の
補

強
工

事
は

完
了

し
て

い
ま

す
。

今
後

、
河

道
内

に
樹

木
が

再
繁

茂
し

た
場

合
に

は
、

必
要

に
応

じ
て

伐
採

を
行

う
な

ど
、

流
下

能
力

の
維

持
に

努
め

ま
す

。

・「
既

設
ダ

ム
の

未
利

用
の

利
水

容
量

を
治

水
容

量
に

拡
大

し
、

後
放

流
の

制
限

可
能

な
管

理
型

の
ダ

ム
に

改
修

」「
洪

水
が

多
発

し
て

い
る

全
て

の
内

水
域

に
排

水
機

場
を

完
備

」「
中

筋
川

上
流

域
の

未
整

備
で

あ
る

山
田

川
や

横
瀬

川
の

改
修

を
実

施
」「

直
轄

河
川

の
抜

本
改

修
を

実
施

」の
４

点
の

対
策

事
業

を
優

先
。

こ
れ

ら
の

事
業

は
国

県
両

市
が

連
携

し
実

施
す

る
こ

と
。

等

・中
筋

川
水

系
の

県
管

理
区

間
に

つ
い

て
は

、
河

川
管

理
者

で
あ

る
高

知
県

よ
り

、
横

瀬
川

は
中

筋
川

改
良

工
事

全
体

計
画

（
昭

和
57

年
策

定
）に

基
づ

き
河

川
改

修
部

分
は

実
施

済
み

、
ま

た
、

山
田

川
に

つ
い

て
も

上
流

の
一

部
区

間
を

除
き

実
施

済
み

で
あ

る
旨

を
聞

い
て

い
ま

す
。

な
お

、
現

在
、

ヤ
イ

ト
川

中
流

域
の

河
川

改
修

を
進

め
て

お
り

、
残

る
未

整
備

箇
所

に
つ

い
て

も
随

時
進

め
る

旨
を

聞
い

て
い

ま
す

。

・ダ
ム

の
有

効
活

用
に

つ
い

て
は

、
【
分

類
番

号
5
】、

内
水

対
策

に
つ

い
て

は
、

【
分

類
番

号
9
】を

参
照

願
い

ま
す

。

8

◆
そ

の
他

事
項

の
意

見
・
提

案
等

★
頂

い
た

主
な

ご
意

見

6-12



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表
6
-
2
-
1
-
(
5
)
 

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

と
検

討
主

体
の

考
え

方
(
5
/
8
)
 

分
類

番
号

ご
意

見
を

踏
ま

え
た

論
点

(下
段

は
、

論
点

に
対

応
す

る
ご

意
見

の
例

)
検

討
主

体
の

考
え

方

9

【
内

水
被

害
へ

の
対

応
に

つ
い

て
】

・中
筋

川
ダ

ム
建

設
後

も
頻

発
し

て
い

る
内

水
洪

水
へ

の
ダ

ム
の

効
果

と
逆

効
果

を
検

証
す

る
。

内
水

洪
水

助
長

や
防

止
す

る
こ

と
に

効
果

が
な

い
と

の
判

断
が

で
れ

ば
国

の
責

任
で

内
水

対
策

を
強

化
す

る
。

・大
降

雨
の

み
を

想
定

し
、

頻
発

す
る

内
水

洪
水

を
無

視
し

た
河

川
対

策
中

心
の

考
え

方
は

住
民

意
識

と
乖

離
し

て
い

る
。

ダ
ム

は
現

況
の

頻
発

す
る

洪
水

で
も

河
川

水
位

を
下

げ
る

効
果

は
あ

る
。

し
か

し
下

が
っ

た
と

し
て

も
、

家
屋

や
国

道
・農

地
が

浸
水

す
る

水
位

よ
り

も
常

に
高

く
、

こ
う

し
た

ほ
と

ん
ど

の
内

水
洪

水
に

は
役

立
た

な
い

。
逆

に
ダ

ム
の

後
放

流
で

河
川

水
位

が
高

止
ま

り
し

、
排

水
施

設
の

未
完

備
の

地
区

で
は

洪
水

の
排

水
に

悪
影

響
を

与
え

、
浸

水
水

位
も

浸
水

時
間

も
高

進
す

る
。

こ
う

し
た

事
実

を
正

確
に

検
証

す
べ

き
で

あ
る

。

・(
再

掲
)洪

水
が

多
発

し
て

い
る

全
て

の
内

水
域

に
排

水
機

場
を

完
備

す
る

。

・中
筋

川
ダ

ム
に

ゲ
ー

ト
の

設
置

を
す

れ
ば

内
水

被
害

を
減

少
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

思
い

ま
す

。

等

・ダ
ム

に
は

洪
水

調
節

に
よ

り
河

川
の

ピ
ー

ク
水

位
（
外

水
）を

下
げ

る
効

果
が

あ
り

ま
す

。
中

筋
川

流
域

で
は

、
近

年
の

大
き

な
洪

水
で

あ
る

平
成

23
年

1
0月

洪
水

に
お

い
て

、
中

筋
川

ダ
ム

の
洪

水
調

節
に

よ
り

磯
ノ

川
基

準
地

点
の

河
川

の
ピ

ー
ク

水
位

を
約

8
0c

m
下

げ
ま

し
た

。
中

筋
川

ダ
ム

に
よ

る
洪

水
調

節
が

無
か

っ
た

場
合

、
中

筋
川

上
流

の
山

田
地

区
等

に
お

い
て

計
画

高
水

位
を

約
70

c
m

越
え

て
い

た
も

の
と

想
定

さ
れ

ま
す

。

・こ
の

よ
う

に
、

ダ
ム

に
よ

る
洪

水
調

節
で

河
川

水
位

を
下

げ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

と
と

も
に

、
河

川
水

位
を

計
画

高
水

位
以

下
に

抑
え

る
こ

と
に

よ
り

排
水

機
場

や
排

水
ポ

ン
プ

車
の

運
転

を
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

な
ど

、
内

水
に

よ
る

浸
水

被
害

を
軽

減
す

る
効

果
が

あ
り

ま
す

。
一

方
で

、
ご

指
摘

の
よ

う
に

、
洪

水
調

節
後

の
放

流
に

よ
り

河
川

水
位

が
高

い
状

態
が

続
く
こ

と
も

あ
り

、
地

盤
が

低
い

地
域

で
は

内
水

を
排

除
す

る
の

に
要

す
る

時
間

が
長

く
な

る
場

合
も

あ
り

ま
す

。
中

筋
川

流
域

で
は

、
こ

れ
ま

で
も

浸
水

被
害

の
発

生
状

況
や

地
元

自
治

体
の

要
請

に
応

じ
て

排
水

ポ
ン

プ
車

を
配

置
す

る
な

ど
、

内
水

被
害

の
軽

減
に

努
め

て
き

た
と

こ
ろ

で
す

。

・今
後

、
洪

水
や

内
水

に
よ

る
浸

水
被

害
の

発
生

状
況

を
注

視
し

つ
つ

調
査

・
検

討
を

行
う

と
共

に
、

必
要

な
施

策
に

つ
い

て
幅

広
く
検

討
し

、
国

、
県

、
市

が
協

力
・
連

携
・分

担
し

て
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

1
0

【
水

資
源

の
確

保
の

必
要

性
に

つ
い

て
】

・ダ
ム

整
備

に
よ

り
、

渇
水

期
に

お
い

て
も

水
の

流
れ

を
確

保
し

て
農

業
・漁

業
活

動
な

ど
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

・近
年

の
不

安
定

な
降

雨
状

況
の

為
、

水
不

足
と

な
り

、
近

辺
の

川
や

農
業

用
水

の
不

足
と

い
っ

た
事

が
起

こ
っ

て
い

る
為

、
ダ

ム
を

建
設

す
る

事
で

、
降

雨
状

況
に

左
右

さ
れ

る
事

な
く
導

水
を

確
保

す
る

。

・渇
水

時
に

は
、

山
田

地
域

に
お

い
て

は
溜

池
が

3ヵ
所

あ
り

ま
す

が
、

連
年

、
水

不
足

に
悩

ま
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

等

・中
筋

川
流

域
で

は
、

平
成

4
年

、
7年

、
1
4年

、
23

年
等

の
渇

水
で

横
瀬

川
で

は
瀬

切
れ

状
態

と
な

り
、

河
川

流
量

、
農

業
用

水
の

不
足

な
ど

が
発

生
し

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

状
況

も
踏

ま
え

て
、

｢渡
川

水
系

中
筋

川
河

川
整

備
計

画
[直

轄
管

理
区

間
]｣

で
は

、
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

を
図

る
た

め
に

必
要

な
流

量
と

し
て

｢漁
業

｣、
｢利

水
流

量
｣

等
を

考
慮

し
て

、
磯

ノ
川

基
準

地
点

で
か

ん
が

い
期

：概
ね

1
.1

5
m

3 /
s、

非
か

ん
が

い
期

：概
ね

0
.7

0m
3 /

sを
確

保
す

る
こ

と
に

し
て

い
ま

す
。

・今
回

の
横

瀬
川

ダ
ム

の
検

証
は

、
「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
関

す
る

有
識

者
会

議
」が

と
り

ま
と

め
た

「
中

間
と

り
ま

と
め

」を
踏

ま
え

て
、

国
土

交
通

大
臣

か
ら

四
国

地
方

整
備

局
に

対
し

て
、

ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

を
行

う
よ

う
、

指
示

さ
れ

る
と

と
も

に
、

検
討

の
手

順
や

方
法

を
定

め
た

｢ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
｣が

通
知

さ
れ

、
こ

れ
に

基
づ

き
検

討
を

行
っ

て
い

ま
す

。

・な
お

、
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

の
こ

れ
ま

で
の

経
緯

も
踏

ま
え

、
出

来
る

だ
け

速
や

か
に

対
応

方
針

（案
）を

と
り

ま
と

め
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

★
頂

い
た

主
な

ご
意

見

◆
そ

の
他

事
項

の
意

見
・提

案
等

6-13



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表
6
-
2
-
1
-
(
6
)
 

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

と
検

討
主

体
の

考
え

方
(
6
/
8
)
 

分
類

番
号

ご
意

見
を

踏
ま

え
た

論
点

(下
段

は
、

論
点

に
対

応
す

る
ご

意
見

の
例

)
検

討
主

体
の

考
え

方

1
1

【
河

川
環

境
等

の
改

善
の

必
要

性
に

つ
い

て
】

・中
筋

川
下

流
域

の
濁

り
が

改
善

さ
れ

て
い

な
い

の
で

横
瀬

川
ダ

ム
設

置
放

水
に

よ
り

、
水

質
の

改
善

が
少

し
で

も
良

く
な

る
の

で
は

な
い

か
。

・雨
が

降
れ

ば
、

す
ぐ

中
筋

川
の

水
か

さ
が

増
え

、
晴

れ
る

と
水

か
さ

が
減

り
、

河
床

（河
原

？
）に

ゴ
ミ

が
積

も
り

、
腐

敗
し

て
水

質
が

悪
く
な

る
。

そ
の

た
め

、
水

量
を

管
理

で
き

る
よ

う
横

瀬
川

ダ
ム

だ
け

で
な

く
も

っ
と

多
く
の

ダ
ム

を
作

っ
て

水
量

を
調

整
し

て
｀き

れ
い

な
河

｀に
し

て
欲

し
い

。

・河
川

に
生

息
す

る
生

物
は

、
河

川
流

量
の

増
減

と
密

接
に

関
わ

っ
て

生
き

て
い

る
。

例
え

ば
、

通
し

回
遊

魚
で

あ
る

ア
ユ

や
ヨ

シ
ノ

ボ
リ

は
遡

上
期

に
豊

富
な

水
量

が
あ

れ
ば

よ
り

上
流

に
遡

上
で

き
る

し
、

産
卵

期
の

渇
水

は
卵

の
干

出
や

産
卵

場
の

減
少

な
ど

悪
影

響
を

及
ぼ

す
。

こ
の

よ
う

な
観

点
か

ら
、

自
然

の
流

況
条

件
を

監
視

し
つ

つ
、

魚
類

等
の

生
態

に
配

慮
し

て
下

流
域

に
一

定
の

流
量

を
供

給
す

る
こ

と
は

彼
ら

の
生

活
環

境
を

保
証

す
る

上
で

効
果

的
に

働
く
。

・中
筋

川
は

、
環

境
基

準
B

類
型

の
S
S
：2

5
m

g/
ℓ以

下
に

指
定

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

中
筋

川
下

流
の

坂
本

地
点

の
S
S

は
7m

g/
ℓ程

度
で

環
境

基
準

を
満

足
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
し

ろ
か

き
期

に
水

田
か

ら
中

筋
川

に
濁

水
が

流
れ

込
む

と
、

中
筋

川
の

河
床

勾
配

が
約

1/
8,

00
0
と

緩
く
河

川
流

速
が

遅
い

た
め

に
、

河
川

全
体

が
濁

っ
た

印
象

を
受

け
る

も
の

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

※
S
S
（
浮

遊
物

質
）
：水

中
に

浮
遊

す
る

固
形

物
の

量
を

表
し

、
数

値
が

高
い

ほ
ど

濁
っ

て
い

る
こ

と
を

示
す

。

・｢
渡

川
水

系
中

筋
川

河
川

整
備

計
画

[直
轄

管
理

区
間

]｣
で

は
、

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
を

図
る

た
め

に
必

要
な

流
量

と
し

て
｢動

植
物

の
生

息
地

又
は

生
育

地
の

状
況

｣、
｢漁

業
｣、

｢流
水

の
清

潔
の

保
持

｣、
｢利

水
流

量
｣等

を

考
慮

し
て

、
磯

ノ
川

基
準

地
点

で
か

ん
が

い
期

：概
ね

1.
15

m
3 /s

、
非

か
ん

が
い

期
：
概

ね
0.

70
m

3 /s
を

確
保

す
る

こ
と

に
し

て
い

ま
す

。

1
2

【
費

用
対

効
果

の
算

出
に

つ
い

て
】

・事
業

の
費

用
対

効
果

の
算

定
根

拠
が

画
一

的
で

地
域

実
態

に
合

っ
て

い
な

い
。

想
定

す
る

大
降

雨
に

は
計

画
高

水
位

に
達

し
、

こ
の

高
水

位
の

標
高

ま
で

有
岡

以
南

か
ら

具
同

ま
で

の
全

流
域

が
全

て
浸

水
す

る
と

想
定

し
て

い
る

。
し

か
し

こ
れ

は
実

態
に

合
わ

な
い

。
な

ぜ
な

ら
、

こ
の

流
域

は
中

筋
川

へ
の

支
流

の
堤

防
に

よ
っ

て
有

岡
、

間
な

ど
と

約
１

０
ブ

ロ
ッ

ク
ほ

ど
に

分
離

さ
れ

て
い

る
。

１
ブ

ロ
ッ

ク
の

堤
防

を
越

え
る

被
害

が
発

生
し

た
場

合
、

他
の

ブ
ロ

ッ
ク

の
堤

防
の

越
水

や
破

堤
の

負
荷

は
軽

減
さ

れ
る

。
こ

う
し

た
根

拠
に

基
づ

き
全

て
の

ブ
ロ

ッ
ク

・全
流

域
が

そ
の

高
水

位
の

標
高

ま
で

浸
水

す
る

こ
と

は
考

え
ら

れ
な

い
。

被
害

額
の

積
算

を
再

検
証

す
べ

き
で

あ
る

。

・ま
た

、
中

筋
川

ダ
ム

を
建

設
す

る
時

点
で

、
同

様
の

被
害

想
定

を
し

た
は

ず
で

あ
る

。
中

筋
川

総
合

開
発

事
業

と
し

て
横

瀬
川

ダ
ム

は
継

続
す

る
事

業
で

あ
り

、
今

回
の

効
果

の
算

定
に

は
、

２
つ

の
ダ

ム
で

ど
れ

だ
け

の
効

果
が

発
生

す
る

の
か

の
積

算
が

必
要

で
あ

る
。

こ
う

し
た

費
用

対
効

果
を

明
ら

か
に

す
べ

き
だ

。

・さ
ら

に
、

算
定

に
は

入
っ

て
い

な
い

と
考

え
る

が
、

計
画

高
水

位
に

達
し

な
い

、
堤

防
破

堤
と

は
無

関
係

の
流

域
の

現
況

で
あ

る
頻

発
す

る
洪

水
の

被
害

額
を

ど
の

よ
う

に
位

置
づ

け
て

い
る

の
か

明
確

で
な

い
。

・費
用

対
効

果
の

算
出

に
つ

い
て

は
、

横
瀬

川
ダ

ム
の

検
証

に
係

る
検

討
に

お
い

て
、

｢治
水

経
済

調
査

マ
ニ

ュ
ア

ル
(案

)｣
(平

成
17

年
4月

国
土

交
通

省
河

川
局

)に
基

づ
き

今
後

行
う

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。

・ま
た

、
中

筋
川

ダ
ム

、
横

瀬
川

ダ
ム

の
費

用
対

効
果

に
つ

い
て

、
各

ダ
ム

毎
に

算
定

し
て

い
ま

す
が

、
横

瀬
川

ダ
ム

に
つ

い
て

は
中

筋
川

ダ
ム

完
成

後
の

現
状

を
前

提
と

し
て

費
用

対
効

果
を

算
定

し
て

お
り

、
中

筋
川

ダ
ム

と
横

瀬
川

ダ
ム

の
費

用
対

効
果

は
重

複
し

て
い

ま
せ

ん
。

・な
お

、
ダ

ム
の

費
用

対
効

果
の

算
定

に
あ

た
っ

て
は

、
洪

水
で

計
画

高
水

位
に

達
し

破
堤

す
る

こ
と

に
よ

る
被

害
額

(便
益

）の
み

を
適

切
に

算
定

し
て

い
き

ま
す

。

★
頂

い
た

主
な

ご
意

見

◆
そ

の
他

事
項

の
意

見
・
提

案
等
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表
6
-
2
-
1
-
(
7
)
 

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

と
検

討
主

体
の

考
え

方
(
7
/
8
)
 

分
類

番
号

ご
意

見
を

踏
ま

え
た

論
点

(下
段

は
、

論
点

に
対

応
す

る
ご

意
見

の
例

)
検

討
主

体
の

考
え

方

1
3

【
ダ

ム
に

よ
る

水
力

発
電

に
つ

い
て

】

・小
規

模
発

電
も

検
討

素
案

の
一

つ
に

取
り

上
げ

ら
れ

た
い

。

・福
島

の
原

発
問

題
に

よ
り

、
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
今

後
拡

大
す

る
中

、
ダ

ム
に

よ
る

発
電

も
考

え
な

く
て

は
い

け
な

い
。

等

・横
瀬

川
ダ

ム
建

設
事

業
で

は
、

ダ
ム

下
流

の
正

常
流

量
確

保
の

た
め

の
ダ

ム
か

ら
の

放
流

水
に

よ
り

発
電

し
、

ダ
ム

管
理

に
必

要
な

電
力

を
ま

か
な

う
ダ

ム
管

理
用

発
電

を
計

画
し

て
い

ま
す

。
な

お
、

既
設

の
中

筋
川

ダ
ム

に
お

い
て

も
、

ダ
ム

管
理

用
発

電
を

行
っ

て
お

り
、

水
力

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

有
効

に
活

用
し

て
い

ま
す

。

1
4

【
異

常
気

象
等

へ
の

対
応

に
つ

い
て

】

・今
後

こ
の

地
域

で
も

い
つ

発
生

す
る

か
も

わ
か

ら
な

い
渇

水
や

異
常

気
象

等
の

備
え

と
し

て
ダ

ム
に

よ
る

計
画

的
な

利
水

や
治

水
は

必
要

不
可

欠
で

あ
る

。

・私
は

40
年

余
り

横
瀬

川
下

流
域

で
生

活
し

て
い

る
が

台
風

な
ど

の
出

水
時

に
は

堤
防

を
越

え
る

の
で

は
な

い
か

と
危

険
を

感
じ

た
事

が
何

度
か

あ
る

。
過

去
の

安
全

が
将

来
の

安
全

を
保

障
し

て
く
れ

る
も

の
で

も
な

く
、

近
年

は
各

地
で

異
常

気
象

等
も

多
々

発
生

し
て

お
る

状
況

も
ふ

ま
え

く
れ

ぐ
れ

も
想

定
外

の
事

態
と

な
ら

ぬ
様

ダ
ム

に
よ

る
治

水
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

地
域

作
り

を
切

に
希

望
す

る
。

・｢
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣に
お

い
て

「立
案

し
た

治
水

対
策

案
を

、
河

川
や

流
域

の
特

性
に

応
じ

、
以

下
の

１
）
～

7
）で

示
す

よ
う

に
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

（略
） 

5
)柔

軟
性

」
と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

横
瀬

川
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

将
来

の
不

確
実

性
に

対
す

る
柔

軟
性

に
つ

い
て

、
評

価
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

・な
お

、
異

常
気

象
に

関
し

て
は

、
四

国
地

方
で

頻
発

し
て

い
る

気
候

変
動

の
影

響
を

把
握

す
る

た
め

に
、

「四
国

地
方

の
気

候
変

動
レ

ポ
ー

ト
2
0
1
0
」
（
国

土
交

通
省

四
国

地
方

整
備

局
）
が

公
表

さ
れ

て
い

ま
す

。
「
四

国
地

方
の

気
候

変
動

レ
ポ

ー
ト

20
10

」
に

よ
る

と
、

長
期

的
傾

向
と

し
て

年
降

水
量

の
多

雨
の

年
と

少
雨

の
年

の
変

動
が

拡
大

し
て

お
り

、
渇

水
と

洪
水

の
頻

発
・
被

害
の

深
刻

さ
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
ま

た
、

短
期

的
傾

向
と

し
て

は
、

短
時

間
に

大
雨

が
降

る
回

数
に

つ
い

て
増

加
の

傾
向

が
見

ら
れ

て
い

ま
す

。

・今
後

と
も

、
堤

防
等

の
整

備
、

既
存

施
設

の
信

頼
性

向
上

な
ど

の
ハ

ー
ド

対
策

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

等
の

整
備

支
援

、
雨

量
・
河

川
水

位
の

リ
ア

ル
タ

イ
ム

情
報

の
提

供
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・情
報

共
有

な
ど

の
ソ

フ
ト

対
策

を
着

実
に

推
進

す
る

と
と

も
に

、
新

の
知

見
も

参
考

と
し

つ
つ

、
今

後
の

気
候

変
動

へ
の

適
応

策
に

つ
い

て
、

調
査

・検
討

に
努

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。
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表
6
-
2
-
1
-
(
8
)
 

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

と
検

討
主

体
の

考
え

方
(
8
/
8
)
 

分
類

番
号

ご
意

見
を

踏
ま

え
た

論
点

(下
段

は
、

論
点

に
対

応
す

る
ご

意
見

の
例

)
検

討
主

体
の

考
え

方

1
5

【
東

南
海

・
南

海
地

震
へ

の
備

え
に

つ
い

て
】

・平
成

23
年

3月
11

日
に

起
こ

っ
た

東
日

本
大

震
災

、
今

後
近

い
将

来
起

こ
る

で
あ

ろ
う

東
海

、
東

南
海

地
震

の
津

波
被

害
を

考
え

た
時

、
宿

毛
市

民
が

利
用

す
る

水
道

の
取

水
場

が
宿

毛
市

和
田

の
田

園
に

囲
ま

れ
た

地
下

4
0～

50
m

の
所

に
あ

る
と

知
り

、
松

田
川

を
津

波
が

駆
け

上
り

、
堤

防
を

破
壊

し
、

取
水

等
も

不
可

能
に

な
り

市
民

生
活

も
ま

と
も

に
で

き
な

く
な

る
。

命
の

水
を

確
保

す
る

為
に

近
隣

に
非

常
用

浄
化

ろ
過

装
置

等
の

付
い

た
ダ

ム
が

必
要

な
の

で
は

な
い

か
。

・想
定

さ
れ

る
南

海
大

地
震

の
津

波
対

策
に

つ
い

て
、

今
後

の
対

策
案

の
検

証
に

生
か

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
本

事
業

の
計

画
確

率
と

南
海

大
地

震
の

発
生

確
率

と
は

大
き

な
差

は
な

い
。

堤
防

高
さ

や
耐

震
性

、
ダ

ム
の

構
造

、
避

難
体

制
の

確
立

等
々

、
総

合
的

な
判

断
が

求
め

ら
れ

る
。

等

・東
南

海
・
南

海
地

震
な

ど
の

大
規

模
地

震
に

よ
る

堤
防

等
の

河
川

管
理

施
設

へ
の

影
響

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

も
｢河

川
構

造
物

の
耐

震
性

能
照

査
指

針
(案

)・
同

解
説

｣(
平

成
1
9年

3月
)に

基
づ

き
耐

震
性

能
の

照
査

を
実

施
し

て
き

て
お

り
、

平
成

22
年

度
ま

で
に

実
崎

樋
門

・津
蔵

渕
水

門
の

耐
震

補
強

と
、

津
蔵

渕
水

門
・実

崎
樋

門
・古

津
賀

樋
門

の
ゲ

ー
ト

閉
鎖

の
自

動
化

・高
速

化
を

完
了

し
て

い
ま

す
。

そ
の

他
の

河
川

管
理

施
設

に
つ

い
て

も
必

要
な

対
策

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

・ま
た

、
東

日
本

大
震

災
を

踏
ま

え
、

国
・県

等
の

行
政

機
関

、
学

識
経

験
者

、
経

済
界

、
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
事

業
者

等
幅

広
い

分
野

の
方

々
（４

７
機

関
）の

参
加

の
下

、
『四

国
東

南
海

・南
海

地
震

対
策

戦
略

会
議

(事
務

局
：
四

国
地

方
整

備
局

)』
を

設
置

し
、

防
災

に
関

し
て

四
国

が
一

体
と

な
っ

て
取

り
組

む
べ

き
施

策
や

各
機

関
が

重
点

的
に

取
り

組
む

べ
き

施
策

等
に

つ
い

て
、

四
国

地
方

に
お

け
る

東
海

・東
南

海
・
南

海
地

震
等

の
巨

大
地

震
に

対
す

る
｢四

国
地

震
防

災
基

本
戦

略
～

来
る

べ
き

巨
大

地
震

に
備

え
て

～
｣(

以
下

、
地

震
防

災
基

本
戦

略
と

い
う

。
)を

平
成

2
3年

12
月

2日
に

策
定

し
た

と
こ

ろ
で

す
。

(参
考

：
ht

tp
:/

/
w

w
w

.s
kr

.m
lit

.g
o
.jp

/p
re

s/
h2

3
ba

ck
n
um

/
ki

ka
ku

/
1
11

2
02

/
11

1
20

2
-3

.p
d
f)

・｢
地

震
防

災
基

本
戦

略
｣で

は
、

｢初
動

対
応

・応
急

対
策

な
ど

を
迅

速
・円

滑
に

実
施

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
仕

組
み

や
体

制
な

ど
、

準
備

で
き

る
も

の
は

出
来

る
限

り
事

前
に

構
築

す
る

こ
と

に
よ

り
被

害
の

小
化

を
目

指
す

｣｢
基

本
戦

略
に

掲
げ

る
取

組
を

実
行

し
て

い
く
た

め
、

施
策

毎
に

各
機

関
の

役
割

分
担

を
明

確
に

し
、

特
に

重
要

な
初

動
対

応
・

応
急

対
応

を
メ

イ
ン

に
10

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

を
設

置
｣｢

中
央

防
災

会
議

の
終

報
告

(被
害

想
定

等
)を

踏
ま

え
た

見
直

し
や

、
毎

年
実

施
す

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

に
よ

る
課

題
の

抽
出

・改
善

を
図

る
こ

と
で

、
各

種
施

策
を

確
実

に
実

施
｣等

が
規

定
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
に

基
づ

き
関

係
機

関
と

協
力

し
つ

つ
各

施
策

の
実

行
に

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

・ご
指

摘
の

非
常

時
の

飲
料

水
等

に
つ

い
て

も
、

｢地
震

防
災

基
本

戦
略

｣で
備

蓄
や

集
積

・搬
送

拠
点

の
整

備
、

広
域

連
携

の
体

制
構

築
を

進
め

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
関

係
機

関
等

と
連

携
し

て
対

応
す

る
こ

と
が

重
要

と
考

え
て

い
ま

す
。
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6.3 意見聴取 

「横瀬川ダム建設事業の検証に係る検討報告書（素案）」を作成した段階で、学識経

験を有する者等及び関係住民からの意見聴取を実施した。 

また、これらを踏まえ「横瀬川ダム建設事業の検証に係る検討報告書（原案）案」

を作成し、関係地方公共団体の長及び関係利水者からの意見聴取を実施した。 

 

6.3.1 学識経験を有する者等からの意見聴取 

横瀬川ダム建設事業の検証においては、検証要領細目に定められている「学識経

験を有する者の意見」として、表 6-3-1 に示す方々から意見聴取を実施した。 

(1) 意見聴取対象：「横瀬川ダム建設事業の検証に係る検討報告書（素案）」 

(2) 意見聴取日 ：平成 24 年 11 月 13 日（火） 

(3) 意見聴取を実施した学識経験を有する者等 

 

表 6-3-1 学識経験を有する者等 

氏名 役職等 

今井
い ま い

 嘉彦
よしひこ

 高知大学 名誉教授 

大年
おおとし

 邦雄
く に お

 高知大学農学部 教授 

岡山
おかやま

 静夫
し ず お

 四万十川中央漁業協同組合 組合長 

木下
きのした

 泉
いずみ

 高知大学総合研究センター 教授 

佐藤
さ と う

 晃一
こういち

 愛媛大学 名誉教授 

田村
た む ら

 章
あきら

 宿毛商工会議所 会頭 

西内
にしうち

 燦夫
あ き お

 四万十川流域住民ﾈｯﾄﾜｰｸ 代表世話人 

福永
ふくなが

 信之
のぶゆき

 ネイチャーとさ 代表 

（敬称略 五十音順） 
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(4) 学識経験を有する者等からのご意見 

   学識経験を有する者等から頂いた主なご意見について、以下に示す。 

 

【今井嘉彦 氏 (高知大学 名誉教授）】 

・これまでの計画は横瀬川ダムに重点を置いて検討していたように思うが、

今回は、横瀬川ダムと中筋川ダムを含む流域について総合的に検討されて

おり、今回検討した内容については賛成である。 

・既存の野村ダム、石手川ダム等では、アオコが発生し対応に苦慮している。

既に発生要因等の調査検討が実施されているので、横瀬川ダムにおいても

これらを参考に事前に対応策を立てる必要がある。横瀬川ダムは、現在工

事の途中であるが、数箇所で鉄バクテリアの発生が観察されているので、

引き続き注意して調査検討する必要がある。 

・既存のダムでは、フェンスでアオコ対策に効果を挙げているダムもあるの

で、手戻りがないようにあらかじめ設置位置を事前に考えておくこと等が

重要である。 

 

【大年邦雄 氏 (高知大学農学部 教授）】 

・「洪水調節」、「新規利水」、「流水の正常な機能の維持」の 3 つの観点に対し

て、考え得る複数の代替案が選出されている。代替案をグループ化し、グ

ループごとの代表案を経費面や流域特性に基づいて抽出し、代表案とダム

案を含めた案ごとに、6～7 つの評価軸に基づく評価が行われている。 

・それぞれの検証過程に恣意性は無く、合理性をもって納得できるものとい

える。 

・横瀬川ダム事業が も有利であるとの検証結果については、ダムは複合的

な機能を有するものであることも考慮すると、同意できる結果である。 

・ダム事業の有益性は大きいが、時として負の影響が流域に波及するという

面もあり得ることを考えると、横瀬川ダム事業に関連する環境影響調査な

ど、専門家だけでなく流域住民や関係団体の意見も聴きながら進めていた

だきたい。 

 

【岡山静夫 氏 (四万十川中央漁業協同組合 組合長）】 

・幼少の頃より、中筋川の洪水に悩まされており、ダムや堤防の早期完成を 

切望していた。 

・環境に配慮しつつ、ダム事業が進捗することを望む。 

 

【木下泉 氏 (高知大学総合研究センター 教授)】 

・ダムができ貯水池になれば、ダムより上流の環境は大きく変わってしまい

貯水池になるところは元には戻れない。したがって、ダムから上流よりも

下流の河道の環境保全措置をより検討すべきである。 

・評価の考え方として、安全度が一番重要ではないのか。一定の安全度の確
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保とあるが、一定という言葉が曖昧で良くない。河川整備計画と同程度の

目標とあるが、想定外の事象も起こりうるので、考えられる安全度を設定

した上で、そのために必要なコストを評価すべきではないか。 

・様々な対策案の中で、環境への影響を考えた場合、ダムが一番環境に影響

を与えると考えられるが、治水、利水、流水の正常な機能の維持及びコス

トの面から、より効果的・持続的に実現できるのであれば、横瀬川ダム案

が妥当であると言えるのではないか。 

 

【佐藤晃一 氏 (愛媛大学 名誉教授)】 

・中筋川流域では、横瀬川ダムを計画することはベストセレクションである。

一般に、日本の急流河川の流水をコントロールするために、造れる場所が

あればダムが有利なケースが多い。中筋川流域では、流域の住民と早い段

階で意見交換するなど協力の下に進められている。住民の方もよく勉強を

されている。 

・中筋川は河床勾配が 1/8,000 程度と非常に緩い勾配であり、雨が降れば池

のようになる地形がネックとなっている。この地形は、内水災害の発生の

起因ともなっている。 

・日本は川を支配するという考えがある。他方、世界には、洪水に対応しき

れないと考え、洪水と共存との考え方もある。例えば、家を 2ｍほど嵩上

げして住むなど、洪水や内水災害と共存するなどの方策もある。 

・中筋川・横瀬川の対策を考える場合に、四万十川と後川の背水の影響を考

慮するなど 悪の状態を想定しておくことが必要である。計画以上の洪水

がきた場合など、四万十川の水位が高く中筋川からの水が流れないときに

排水あるいは調整する方法について、あらゆる事象を掘り下げた検討など

をしておく必要がある。 

・河川管理については、平水時や渇水時の管理は重要である。選択取水設備

の採用はよいが、渇水時に、どうしてもシルトがダム貯水池や下流の河床

に沈殿する。河床勾配が急な河川では、人工洪水を発生させて流下させる

のも一案である。水の流し方については、工夫が必要である。 

 

【田村章 氏 (宿毛商工会議所 会頭)】 

・いろいろな角度から検討され、総合的にダムが正しいとの結論が出た以上

は、一刻も早く進めてほしい。 

・平成 19 年 7 月、平成 22 年 3 月、同年 5 月に要望書を提出し、ダム建設を

お願いしている。予算もすでに 400 億円のうち 40％程度使っている中で中

止することは、非常に問題があると考える。ぜひ一刻も早くダムを造って

もらいたい。 

・発電について、ダムのための発電は考えられているが、小水力発電につい

ても取り入れて検討してもらいたい。 

・地震・津波対策をさらに検討してもらいたい。 
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【西内燦夫 氏 (四万十川流域住民ﾈｯﾄﾜｰｸ 代表世話人)】 

・綿密な再検討がなされていて感服している。 

・中筋川の洪水解消のために、このダムは単体で検討されたものではなく、

全体計画の一部だと承知している。早急な全体像の完成を多くの住民は待

っている。 

・この中筋川との戦いに人間が勝つためには、河川に雨が入って来る時間を

コントロールするしかないと考えている。 

・遊水地を追加検討しているが、これは好ましくない。平面的な遊水地では、土

地利用面からも不利で根本的な解決にならない。それよりは、調整池とい

う施設が技術的に好ましいと言える。調整池は縦断的に時間の問題を解消

するもので今回の検討には 適と考える。これは規模が大きくなるとダム

と呼ばれるものである。 

・ダムは、四万十川の景観に大きな支障は無く、むしろ流域住民の生命と財

産確保が優先されるべき事例であって、早期に完成すべきものと考える。 

 

【福永信之 氏 (ネイチャーとさ 代表)】 

・中筋川は、カワウソも生息していた良い環境であった。 

・中筋川では、横瀬川の水の方がきれいであり、本当にダムが必要かもっと

現地を見てほしい。現地には、豊かな自然や生態系が残っている。 

・ダムだけでなくコンクリートを利用した河川工事をしてほしくない。中筋

川をこれ以上汚してほしくない。 

・今回の検証について、ダムと代替案を比較しているが、コストだけでダム

と判断するのはおかしい。 

・現地をもっとみて、人間サイドだけでなく、生態系のことも考えて、検討

してほしい。 

・ダムが完成したとしても、冠水は発生する。 

 

(5) 学識経験を有する者等からのご意見と検討主体の考え方 

学識経験を有する者等から頂いた主なご意見と、それらのご意見に対する検

討主体の考え方を表 6-3-2 に示す。 
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表
6
-
3
-
2
-
(
1
)
 

学
識

経
験

を
有

す
る

者
等

の
ご

意
見

と
検

討
主

体
の

考
え

方
(
1
/
4
)
 

検
討

主
体

の
考

え
方

高
知

大
学

　
名

誉
教

授
今

井
　

嘉
彦

氏
・
こ

れ
ま

で
の

計
画

は
横

瀬
川

ダ
ム

に
重

点
を

置
い

て
検

討
し

て
い

た
よ

う
に

思
う

が
、

今
回

は
、

横
瀬

川
ダ

ム
と

中
筋

川
ダ

ム
を

含
む

流
域

に
つ

い
て

総
合

的
に

検
討

さ
れ

て
お

り
、

今
回

検
討

し
た

内
容

に
つ

い
て

は
賛

成
で

あ
る

。

・
既

存
の

野
村

ダ
ム

、
石

手
川

ダ
ム

等
で

は
、

ア
オ

コ
が

発
生

し
対

応
に

苦
慮

し
て

い
る

。
既

に
発

生
要

因
等

の
調

査
検

討
が

実
施

さ
れ

て
い

る
の

で
、

横
瀬

川
ダ

ム
に

お
い

て
も

こ
れ

ら
を

参
考

に
事

前
に

対
応

策
を

立
て

る
必

要
が

あ
る

。
横

瀬
川

ダ
ム

は
、

現
在

工
事

の
途

中
で

あ
る

が
、

数
箇

所
で

鉄
バ

ク
テ

リ
ア

の
発

生
が

観
察

さ
れ

て
い

る
の

で
、

引
き

続
き

注
意

し
て

調
査

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
既

存
の

ダ
ム

で
は

、
フ

ェ
ン

ス
で

ア
オ

コ
対

策
に

効
果

を
挙

げ
て

い
る

ダ
ム

も
あ

る
の

で
、

手
戻

り
が

な
い

よ
う

に
あ

ら
か

じ
め

設
置

位
置

を
事

前
に

考
え

て
お

く
こ

と
等

が
重

要
で

あ
る

。

・
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

の
検

証
は

、
「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
関

す
る

有
識

者
会

議
」が

と
り

ま
と

め
た

「中
間

と
り

ま
と

め
」を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
手

法
を

定
め

た
｢ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣が
通

知
さ

れ
、

こ
れ

に
基

づ
き

、
予

断
を

持
た

ず
に

検
討

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・横
瀬

川
ダ

ム
建

設
事

業
に

お
い

て
も

、
環

境
影

響
評

価
法

に
準

じ
た

環
境

調
査

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
そ

の
中

で
、

ダ
ム

の
供

用
後

に
お

け
る

富
栄

養
化

に
つ

い
て

予
測

を
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

予
測

の
結

果
、

ダ
ム

上
流

域
に

は
人

為
的

負
荷

の
流

入
が

少
な

く
、

栄
養

塩
濃

度
が

非
常

に
低

い
た

め
、

富
栄

養
化

現
象

が
発

生
す

る
可

能
性

は
低

い
と

評
価

し
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

ご
指

摘
の

鉄
バ

ク
テ

リ
ア

の
発

生
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
調

査
検

討
を

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

・
今

後
と

も
適

切
な

河
川

管
理

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

、
ア

オ
コ

等
へ

の
対

策
に

つ
い

て
は

、
ご

意
見

を
踏

ま
え

、
新

の
デ

ー
タ

等
に

よ
る

検
討

を
引

き
続

き
行

い
、

必
要

に
応

じ
て

対
応

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

高
知

大
学

農
学

部
　

教
授

大
年

　
邦

雄
氏

・
「
洪

水
調

節
」
、

「新
規

利
水

」
、

「
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

」
の

3
つ

の
観

点
に

対
し

て
、

考
え

得
る

複
数

の
代

替
案

が
選

出
さ

れ
て

い
る

。
代

替
案

を
グ

ル
ー

プ
化

し
、

グ
ル

ー
プ

ご
と

の
代

表
案

を
経

費
面

や
流

域
特

性
に

基
づ

い
て

抽
出

し
、

代
表

案
と

ダ
ム

案
を

含
め

た
案

ご
と

に
、

6
～

7
の

評
価

軸
に

基
づ

く
評

価
が

行
わ

れ
て

い
る

。

・
そ

れ
ぞ

れ
の

検
証

過
程

に
恣

意
性

は
無

く
、

合
理

性
を

も
っ

て
納

得
で

き
る

も
の

と
い

え
る

。

・横
瀬

川
ダ

ム
事

業
が

も
有

利
で

あ
る

と
の

検
証

結
果

に
つ

い
て

は
、

ダ
ム

は
複

合
的

な
機

能
を

有
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

も
考

慮
す

る
と

、
同

意
で

き
る

結
果

で
あ

る
。

・ダ
ム

事
業

の
有

益
性

は
大

き
い

が
、

時
と

し
て

負
の

影
響

が
流

域
に

波
及

す
る

と
い

う
面

も
あ

り
得

る
こ

と
を

考
え

る
と

、
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

に
関

連
す

る
環

境
影

響
調

査
な

ど
、

専
門

家
だ

け
で

な
く
流

域
住

民
や

関
係

団
体

の
意

見
も

聴
き

な
が

ら
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

。

・
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

の
検

証
は

、
「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
関

す
る

有
識

者
会

議
」が

と
り

ま
と

め
た

「中
間

と
り

ま
と

め
」を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
手

法
を

定
め

た
｢ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣が
通

知
さ

れ
、

こ
れ

に
基

づ
き

、
予

断
を

持
た

ず
に

検
討

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・
検

証
に

係
る

検
討

に
当

た
っ

て
は

、
透

明
性

の
確

保
を

図
り

、
地

域
の

意
向

を
十

分
に

反
映

す
る

た
め

の
措

置
を

講
じ

る
こ

と
が

重
要

と
考

え
て

い
ま

す
。

検
討

過
程

に
お

い
て

は
、

主
要

な
段

階
で

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
を

行
い

広
く
意

見
を

募
集

し
、

ま
た

、
関

係
住

民
の

意
見

を
聴

き
な

が
ら

進
め

て
い

ま
す

。

・
環

境
影

響
調

査
の

進
め

方
に

関
す

る
ご

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

今
後

の
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

四
万

十
川

中
央

漁
業

協
同

組
合

　
組

合
長

岡
山

　
静

夫
氏

・幼
少

の
頃

よ
り

、
中

筋
川

の
洪

水
に

悩
ま

さ
れ

て
お

り
、

ダ
ム

や
堤

防
の

早
期

完
成

を
切

望
し

て
い

た
。

・環
境

に
配

慮
し

つ
つ

、
ダ

ム
事

業
が

進
捗

す
る

こ
と

を
望

む
。

・
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

の
検

証
は

、
「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
関

す
る

有
識

者
会

議
」が

と
り

ま
と

め
た

「中
間

と
り

ま
と

め
」を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
手

法
を

定
め

た
｢ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣が
通

知
さ

れ
、

こ
れ

に
基

づ
き

、
予

断
を

持
た

ず
に

検
討

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・
な

お
、

横
瀬

川
ダ

ム
建

設
事

業
の

こ
れ

ま
で

の
経

緯
も

踏
ま

え
、

出
来

る
だ

け
速

や
か

に
対

応
方

針
（案

）を
と

り
ま

と
め

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

・
環

境
保

全
に

つ
き

ま
し

て
は

、
検

証
の

結
論

に
沿

っ
て

適
切

に
対

応
す

る
と

と
も

に
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
実

施
や

学
識

経
験

者
等

の
ご

意
見

も
頂

き
な

が
ら

、
生

態
系

保
全

な
ど

自
然

環
境

と
の

調
和

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

学
識

経
験

を
有

す
る

者
の

主
な

コ
メ

ン
ト
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表
6
-
3
-
2
-
(
2
)
 

学
識

経
験

を
有

す
る

者
等

の
ご

意
見

と
検

討
主

体
の

考
え

方
(
2
/
4
)
 

検
討

主
体

の
考

え
方

高
知

大
学

総
合

研
究

セ
ン

タ
ー

　
教

授
木

下
　

泉
氏

・
ダ

ム
が

で
き

貯
水

池
に

な
れ

ば
、

ダ
ム

よ
り

上
流

の
環

境
は

大
き

く
変

わ
っ

て
し

ま
い

貯
水

池
に

な
る

と
こ

ろ
は

元
に

は
戻

れ
な

い
。

し
た

が
っ

て
、

ダ
ム

か
ら

上
流

よ
り

も
下

流
の

河
道

の
環

境
保

全
措

置
を

よ
り

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。

・評
価

の
考

え
方

と
し

て
、

安
全

度
が

一
番

重
要

で
は

な
い

の
か

。
一

定
の

安
全

度
の

確
保

と
あ

る
が

、
一

定
と

い
う

言
葉

が
曖

昧
で

良
く
な

い
。

河
川

整
備

計
画

と
同

程
度

の
目

標
と

あ
る

が
、

想
定

外
の

事
象

も
起

こ
り

う
る

の
で

、
考

え
ら

れ
る

安
全

度
を

設
定

し
た

上
で

、
そ

の
た

め
に

必
要

な
コ

ス
ト

を
評

価
す

べ
き

で
は

な
い

か
。

・様
々

な
対

策
案

の
中

で
、

環
境

へ
の

影
響

を
考

え
た

場
合

、
ダ

ム
が

一
番

環
境

に
影

響
を

与
え

る
と

考
え

ら
れ

る
が

、
治

水
、

利
水

、
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

及
び

コ
ス

ト
の

面
か

ら
、

よ
り

効
果

的
・
持

続
的

に
実

現
で

き
る

の
で

あ
れ

ば
、

横
瀬

川
ダ

ム
案

が
妥

当
で

あ
る

と
言

え
る

の
で

は
な

い
か

。

・
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

に
伴

い
予

測
さ

れ
る

生
物

の
多

様
性

の
確

保
等

へ
の

影
響

に
つ

い
て

、
現

計
画

案
で

は
、

横
瀬

川
ダ

ム
の

湛
水

区
域

に
含

ま
れ

る
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
が

消
失

し
ま

す
が

、
影

響
を

受
け

る
と

予
測

さ
れ

る
種

に
つ

い
て

は
、

生
息

環
境

の
整

備
や

移
植

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

ダ
ム

放
流

に
よ

る
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
は

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
の

実
施

や
専

門
家

に
ご

意
見

を
頂

き
な

が
ら

、
生

態
系

保
全

な
ど

自
然

と
の

調
和

に
努

め
る

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。

・
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

の
検

証
は

、
「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
関

す
る

有
識

者
会

議
」が

と
り

ま
と

め
た

「中
間

と
り

ま
と

め
」を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
手

法
を

定
め

た
｢ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣が
通

知
さ

れ
、

こ
れ

に
基

づ
き

、
予

断
を

持
た

ず
に

検
討

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・
｢ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣に
お

い
て

「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
、

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
１

）
～

7
）
で

示
す

よ
う

な
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

（略
) 

1)
安

全
度

（被
害

軽
減

効
果

）ｲ
）河

川
整

備
計

画
レ

ベ
ル

の
目

標
に

対
し

安
全

を
確

保
で

き
る

か
（略

)2
）
コ

ス
ト

(略
)7

)環
境

へ
の

影
響

」
と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

横
瀬

川
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

各
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

、
対

策
実

施
手

順
を

想
定

し
、

河
川

整
備

計
画

で
想

定
し

て
い

る
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
評

価
軸

で
評

価
を

行
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
に

つ
い

て
も

同
様

に
、

河
川

整
備

計
画

で
想

定
し

て
い

る
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
評

価
軸

で
評

価
を

行
っ

て
い

ま
す

。
新

規
利

水
に

つ
い

て
は

、
利

水
参

画
者

に
対

し
て

確
認

し
た

必
要

な
開

発
量

を
確

保
す

る
こ

と
を

基
本

と
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

評
価

軸
で

評
価

を
行

っ
て

い
ま

す
。

学
識

経
験

を
有

す
る

者
の

主
な

コ
メ

ン
ト

・
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

の
検

証
は

、
「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
関

す
る

有
識

者
会

議
」が

と
り

ま
と

め
た

「中
間

と
り

ま
と

め
」を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
手

法
を

定
め

た
｢ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣が
通

知
さ

れ
、

こ
れ

に
基

づ
き

、
予

断
を

持
た

ず
に

検
討

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・
｢ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣に
お

い
て

、
「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
、

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
1
)～

7
)で

示
す

よ
う

に
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

(略
)１

)安
全

度
」
と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

横
瀬

川
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

目
標

を
上

回
る

洪
水

が
発

生
し

た
場

合
に

ど
の

よ
う

な
状

態
に

な
る

か
に

つ
い

て
も

評
価

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・
な

お
、

異
常

気
象

に
関

し
て

は
、

四
国

地
方

で
頻

発
し

て
い

る
気

候
変

動
の

影
響

を
把

握
す

る
た

め
に

、
「
四

国
地

方
の

気
候

変
動

レ
ポ

ー
ト

2
0
1
0
」
（
国

土
交

通
省

四
国

地
方

整
備

局
）
が

公
表

さ
れ

て
い

ま
す

。
「
四

国
地

方
の

気
候

変
動

レ
ポ

ー
ト

2
0
1
0
」
に

よ
る

と
、

長
期

的
傾

向
と

し
て

年
降

水
量

の
多

雨
の

年
と

少
雨

の
年

の
変

動
幅

が
拡

大
し

て
お

り
、

渇
水

と
洪

水
の

頻
発

・
被

害
の

深
刻

さ
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
ま

た
、

短
期

的
傾

向
と

し
て

は
、

短
時

間
に

大
雨

が
降

る
回

数
に

つ
い

て
増

加
の

傾
向

が
見

ら
れ

て
い

ま
す

。

・今
後

と
も

、
堤

防
等

の
整

備
、

既
存

施
設

の
信

頼
性

向
上

な
ど

の
ハ

ー
ド

対
策

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

等
の

整
備

支
援

、
雨

量
・河

川
水

位
の

リ
ア

ル
タ

イ
ム

情
報

の
提

供
、

関
係

機
関

と
の

連
携

・情
報

共
有

な
ど

の
ソ

フ
ト

対
策

を
着

実
に

推
進

す
る

と
と

も
に

、
新

の
知

見
も

参
考

と
し

つ
つ

、
今

後
の

気
候

変
動

へ
の

適
応

策
に

つ
い

て
、

調
査

・検
討

に
努

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

・
今

後
と

も
適

切
な

河
川

管
理

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

ま
た

、
シ

ル
ト

等
へ

の
対

策
に

つ
い

て
は

、
ご

意
見

を
踏

ま
え

、
新

の
デ

ー
タ

等
に

よ
る

検
討

を
引

き
続

き
行

い
、

必
要

に
応

じ
て

対
応

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

愛
媛

大
学

　
名

誉
教

授
佐

藤
　

晃
一

氏
・
中

筋
川

流
域

で
は

、
横

瀬
川

ダ
ム

を
計

画
す

る
こ

と
は

ベ
ス

ト
セ

レ
ク

シ
ョ

ン
で

あ
る

。
一

般
に

、
日

本
の

急
流

河
川

の
流

水
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

た
め

に
、

造
れ

る
場

所
が

あ
れ

ば
ダ

ム
が

有
利

な
ケ

ー
ス

が
多

い
。

中
筋

川
流

域
で

は
、

流
域

の
住

民
と

早
い

段
階

で
意

見
交

換
す

る
な

ど
協

力
の

下
に

進
め

ら
れ

て
い

る
。

住
民

の
方

も
よ

く
勉

強
を

さ
れ

て
い

る
。

・
中

筋
川

は
河

床
勾

配
が

1
/
8
,0

0
0
程

度
と

非
常

に
緩

い
勾

配
で

あ
り

、
雨

が
降

れ
ば

池
の

よ
う

に
な

る
地

形
が

ネ
ッ

ク
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

地
形

は
、

内
水

災
害

の
発

生
の

起
因

と
も

な
っ

て
い

る
。

・日
本

は
川

を
支

配
す

る
と

い
う

考
え

が
あ

る
。

他
方

、
世

界
に

は
、

洪
水

に
対

応
し

き
れ

な
い

と
考

え
、

洪
水

と
共

存
と

の
考

え
方

も
あ

る
。

例
え

ば
、

家
を

2
ｍ

ほ
ど

嵩
上

げ
し

て
住

む
な

ど
、

洪
水

や
内

水
災

害
と

共
存

す
る

な
ど

の
方

策
も

あ
る

。

・中
筋

川
・横

瀬
川

の
対

策
を

考
え

る
場

合
に

、
四

万
十

川
と

後
川

の
背

水
の

影
響

を
考

慮
す

る
な

ど
悪

の
状

態
を

想
定

し
て

お
く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

計
画

以
上

の
洪

水
が

き
た

場
合

な
ど

、
四

万
十

川
の

水
位

が
高

く
中

筋
川

か
ら

の
水

が
流

れ
な

い
と

き
に

排
水

あ
る

い
は

調
整

す
る

方
法

に
つ

い
て

、
あ

ら
ゆ

る
事

象
を

掘
り

下
げ

た
検

討
な

ど
を

し
て

お
く
必

要
が

あ
る

。

・河
川

管
理

に
つ

い
て

は
、

平
水

時
や

渇
水

時
の

管
理

は
重

要
で

あ
る

。
選

択
取

水
設

備
の

採
用

は
よ

い
が

、
渇

水
時

に
、

ど
う

し
て

も
シ

ル
ト

が
ダ

ム
貯

水
池

や
下

流
の

河
床

に
沈

殿
す

る
。

河
床

勾
配

が
急

な
河

川
で

は
、

人
工

洪
水

を
発

生
さ

せ
て

流
下

さ
せ

る
の

も
一

案
で

あ
る

。
水

の
流

し
方

に
つ

い
て

は
、

工
夫

が
必

要
で

あ
る

。
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表
6
-
3
-
2
-
(
3
)
 

学
識

経
験

を
有

す
る

者
等

の
ご

意
見

と
検

討
主

体
の

考
え

方
(
3
/
4
)
 

検
討

主
体

の
考

え
方

・
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

の
検

証
は

、
「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
関

す
る

有
識

者
会

議
」
が

と
り

ま
と

め
た

「
中

間
と

り
ま

と
め

」
を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
手

法
を

定
め

た
｢ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣が
通

知
さ

れ
、

こ
れ

に
基

づ
き

、
予

断
を

持
た

ず
に

検
討

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・
な

お
、

横
瀬

川
ダ

ム
建

設
事

業
の

こ
れ

ま
で

の
経

緯
も

踏
ま

え
、

出
来

る
だ

け
速

や
か

に
対

応
方

針
（
案

）
を

と
り

ま
と

め
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

・
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

で
は

、
ダ

ム
下

流
の

正
常

流
量

確
保

の
た

め
の

ダ
ム

か
ら

の
放

流
水

に
よ

り
発

電
し

、
ダ

ム
を

管
理

に
必

要
な

電
力

を
ま

か
な

う
ダ

ム
管

理
用

発
電

を
計

画
し

て
い

ま
す

。
な

お
、

既
設

の
中

筋
川

ダ
ム

に
お

い
て

ダ
ム

管
理

用
発

電
を

行
っ

て
お

り
、

水
力

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

有
効

に
活

用
し

て
い

ま
す

。
頂

い
た

ご
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
今

後
の

検
討

に
際

し
、

参
考

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

・
東

南
海

・
南

海
地

震
な

ど
の

大
規

模
地

震
に

よ
る

堤
防

等
の

河
川

管
理

施
設

へ
の

影
響

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

も
｢河

川
構

造
物

の
耐

震
性

能
照

査
指

針
(案

)・
同

解
説

｣(
平

成
1
9
年

3
月

)
に

基
づ

き
耐

震
性

能
の

照
査

を
実

施
し

て
き

て
お

り
、

平
成

2
2
年

度
ま

で
に

実
崎

樋
門

・
津

蔵
渕

水
門

の
耐

震
補

強
と

、
津

蔵
渕

水
門

・
実

崎
樋

門
・
古

津
賀

樋
門

の
ゲ

ー
ト

閉
鎖

の
自

動
化

・
高

速
化

を
完

了
し

て
い

ま
す

。
そ

の
他

の
河

川
管

理
施

設
に

つ
い

て
も

必
要

に
応

じ
て

対
策

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

・
ま

た
、

東
日

本
大

震
災

を
踏

ま
え

、
国

・県
等

の
行

政
機

関
、

学
識

経
験

者
、

経
済

界
、

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

事
業

者
等

幅
広

い
分

野
の

方
々

（
4
7
機

関
）
の

参
加

の
下

、
『
四

国
東

南
海

・
南

海
地

震
対

策
戦

略
会

議
(事

務
局

：
四

国
地

方
整

備
局

)』
を

設
置

し
、

四
国

が
一

体
と

な
っ

て
取

り
組

む
べ

き
施

策
や

各
機

関
が

重
点

的
に

取
り

組
む

べ
き

施
策

等
に

つ
い

て
、

四
国

地
方

に
お

け
る

東
海

・
東

南
海

・
南

海
地

震
等

の
巨

大
地

震
に

対
す

る
｢四

国
地

震
防

災
基

本
戦

略
～

来
る

べ
き

巨
大

地
震

に
備

え
て

～
｣(

以
下

、
地

震
防

災
基

本
戦

略
と

い
う

。
)を

平
成

2
3
年

1
2
月

2
日

に
策

定
し

た
と

こ
ろ

で
す

。
(参

考
：
ht

tp
:/

/
w

w
w

.s
kr

.m
lit

.g
o
.jp

/
p
re

s/
h
23

b
ac

kn
u
m

/k
ik

ak
u
/1

1
12

02
/
11

12
0
2-

3
.p

d
f)

・
｢地

震
防

災
基

本
戦

略
｣で

は
、

｢初
動

対
応

・
応

急
対

策
な

ど
を

迅
速

・
円

滑
に

実
施

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
仕

組
み

や
体

制
な

ど
、

準
備

で
き

る
も

の
は

出
来

る
限

り
事

前
に

構
築

す
る

こ
と

に
よ

り
被

害
の

小
化

を
目

指
す

｣｢
基

本
戦

略
に

掲
げ

る
取

組
を

実
行

し
て

い
く
た

め
、

施
策

毎
に

各
機

関
の

役
割

分
担

を
明

確
に

し
、

特
に

重
要

な
初

動
対

応
・
応

急
対

応
を

メ
イ

ン
に

1
0
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
を

設
置

｣｢
中

央
防

災
会

議
の

終
報

告
(被

害
想

定
等

)を
踏

ま
え

た
見

直
し

や
、

毎
年

実
施

す
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

よ
る

課
題

の
抽

出
・
改

善
を

図
る

こ
と

で
、

各
種

施
策

を
確

実
に

実
施

｣等
が

規
定

さ
れ

て
お

り
、

こ
れ

に
基

づ
き

関
係

機
関

と
協

力
し

つ
つ

各
施

策
の

実
行

に
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。

学
識

経
験

を
有

す
る

者
の

主
な

コ
メ

ン
ト

宿
毛

商
工

会
議

所
　

会
頭

田
村

　
章

氏
・
い

ろ
い

ろ
な

角
度

か
ら

検
討

さ
れ

、
総

合
的

に
ダ

ム
が

正
し

い
と

の
結

論
が

出
た

以
上

は
、

一
刻

も
早

く
進

め
て

ほ
し

い
。

・
平

成
1
9
年

7
月

、
平

成
2
2
年

3
月

、
同

年
5
月

に
要

望
書

を
提

出
し

、
ダ

ム
建

設
を

お
願

い
し

て
い

る
。

予
算

も
す

で
に

4
0
0
億

円
の

う
ち

4
0
％

程
度

使
っ

て
い

る
中

で
中

止
す

る
こ

と
は

、
非

常
に

問
題

が
あ

る
と

考
え

る
。

ぜ
ひ

一
刻

も
早

く
ダ

ム
を

造
っ

て
も

ら
い

た
い

。

・
発

電
に

つ
い

て
、

ダ
ム

の
た

め
の

発
電

は
考

え
ら

れ
て

い
る

が
、

小
水

力
発

電
に

つ
い

て
も

取
り

入
れ

て
検

討
し

て
も

ら
い

た
い

。

・
地

震
・
津

波
対

策
を

さ
ら

に
検

討
し

て
も

ら
い

た
い

。
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表
6
-
3
-
2
-
(
4
)
 

学
識

経
験

を
有

す
る

者
等

の
ご

意
見

と
検

討
主

体
の

考
え

方
(
4
/
4
)
 

検
討

主
体

の
考

え
方

四
万

十
川

流
域

住
民

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

　
代

表
世

話
人

西
内

　
燦

夫
氏

・綿
密

な
再

検
討

が
な

さ
れ

て
い

て
感

服
し

て
い

る
。

・
中

筋
川

の
洪

水
解

消
の

た
め

に
、

こ
の

ダ
ム

は
単

体
で

検
討

さ
れ

た
も

の
で

は
な

く
、

全
体

計
画

の
一

部
だ

と
承

知
し

て
い

る
。

早
急

な
全

体
像

の
完

成
を

多
く
の

住
民

は
待

っ
て

い
る

。

・
こ

の
中

筋
川

と
の

戦
い

に
人

間
が

勝
つ

た
め

に
は

、
河

川
に

雨
が

入
っ

て
来

る
時

間
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

し
か

な
い

と
考

え
て

い
る

。

・遊
水

地
を

追
加

検
討

し
て

い
る

が
、

こ
れ

は
好

ま
し

く
な

い
。

平
面

的
な

遊
水

地
で

は
、

土
地

利
用

面
か

ら
も

不
利

で
根

本
的

な
解

決
に

な
ら

な
い

。
そ

れ
よ

り
は

、
調

整
池

と
い

う
施

設
が

技
術

的
に

好
ま

し
い

と
言

え
る

。
調

整
池

は
縦

断
的

に
時

間
の

問
題

を
解

消
す

る
も

の
で

今
回

の
検

討
に

は
適

と
考

え
る

。
こ

れ
は

規
模

が
大

き
く
な

る
と

ダ
ム

と
呼

ば
れ

る
も

の
で

あ
る

。

・
ダ

ム
は

、
四

万
十

川
の

景
観

に
大

き
な

支
障

は
無

く
、

む
し

ろ
流

域
住

民
の

生
命

と
財

産
確

保
が

優
先

さ
れ

る
べ

き
事

例
で

あ
っ

て
、

早
期

に
完

成
す

べ
き

も
の

と
考

え
る

。

・
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

の
検

証
は

、
「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
関

す
る

有
識

者
会

議
」が

と
り

ま
と

め
た

「中
間

と
り

ま
と

め
」を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
手

法
を

定
め

た
｢ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣が
通

知
さ

れ
、

こ
れ

に
基

づ
き

、
予

断
を

持
た

ず
に

検
討

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・
な

お
、

横
瀬

川
ダ

ム
建

設
事

業
の

こ
れ

ま
で

の
経

緯
も

踏
ま

え
、

出
来

る
だ

け
速

や
か

に
対

応
方

針
（案

）を
と

り
ま

と
め

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

・
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

の
検

証
は

、
「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
関

す
る

有
識

者
会

議
」が

と
り

ま
と

め
た

「中
間

と
り

ま
と

め
」を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
手

法
を

定
め

た
｢ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣が
通

知
さ

れ
、

こ
れ

に
基

づ
き

、
予

断
を

持
た

ず
に

検
討

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

は
、

｢ダ
ム

事
業

の
検

証
に

係
る

検
討

に
関

す
る

再
評

価
実

施
要

領
細

目
｣に

お
い

て
「
立

案
し

た
治

水
対

策
案

を
、

河
川

や
流

域
の

特
性

に
応

じ
、

以
下

の
１

）～
7
）
で

示
す

よ
う

に
評

価
軸

で
評

価
す

る
。

（
略

)2
)コ

ス
ト

（
略

) 
7)

環
境

へ
の

影
響

」
と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

横
瀬

川
ダ

ム
建

設
事

業
の

検
証

に
お

い
て

も
、

各
治

水
対

策
案

に
つ

い
て

、
対

策
実

施
手

順
を

想
定

し
、

コ
ス

ト
の

み
な

ら
ず

環
境

へ
の

影
響

に
つ

い
て

も
評

価
を

行
っ

て
い

ま
す

。

・今
後

の
河

川
整

備
に

お
い

て
は

、
検

証
の

結
論

に
沿

っ
て

適
切

に
対

応
す

る
と

と
も

に
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
実

施
や

学
識

経
験

者
等

の
ご

意
見

も
頂

き
な

が
ら

、
生

態
系

保
全

な
ど

自
然

環
境

と
の

調
和

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

・
今

後
、

内
水

に
つ

い
て

は
、

浸
水

被
害

の
発

生
状

況
を

注
視

し
つ

つ
調

査
・
検

討
を

行
う

と
共

に
、

必
要

な
施

策
に

つ
い

て
幅

広
く
検

討
し

、
国

、
県

、
市

が
協

力
・連

携
・分

担
し

て
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

ネ
イ

チ
ャ

ー
と

さ
　

代
表

福
永

　
信

之
氏

・中
筋

川
は

、
カ

ワ
ウ

ソ
も

生
息

し
て

い
た

良
い

環
境

で
あ

っ
た

。

・中
筋

川
で

は
、

横
瀬

川
の

水
の

方
が

き
れ

い
で

あ
り

、
本

当
に

ダ
ム

が
必

要
か

も
っ

と
現

地
を

見
て

ほ
し

い
。

現
地

に
は

、
豊

か
な

自
然

や
生

態
系

が
残

っ
て

い
る

。

・ダ
ム

だ
け

で
な

く
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

利
用

し
た

河
川

工
事

を
し

て
ほ

し
く
な

い
。

中
筋

川
を

こ
れ

以
上

汚
し

て
ほ

し
く
な

い
。

・
現

地
を

も
っ

と
み

て
、

人
間

サ
イ

ド
だ

け
で

な
く
、

生
態

系
の

こ
と

も
考

え
て

、
検

討
し

て
ほ

し
い

。

・今
回

の
検

証
に

つ
い

て
、

ダ
ム

と
代

替
案

を
比

較
し

て
い

る
が

、
コ

ス
ト

だ
け

で
ダ

ム
と

判
断

す
る

の
は

お
か

し
い

。

・ダ
ム

が
完

成
し

た
と

し
て

も
、

冠
水

は
発

生
す

る
。

学
識

経
験

を
有

す
る

者
の

主
な

コ
メ

ン
ト
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6.3.2 関係住民からの意見聴取 

横瀬川ダム建設事業の検証においては、検証要領細目に定められている「関係住

民からの意見聴取」を以下のとおり実施した。 

(1) 意見聴取対象 ：「横瀬川ダム建設事業の検証に係る検討報告書（素案）」 

(2) 意見聴取対象者 ：中筋川流域に在住の方 

(3) 意見聴取方法 ： 

意見を聴く場の開催に加えて、当日都合により発表できない方の意見を発表

する機会として紙面による意見募集を行った。 

(4) 報告書（素案）説明会： 

報告書（素案）の内容について理解を深めていただくため、流域住民を対象

とした説明会を開催した。 

開催日時：平成 24 年 11 月 5 日（月） 

開催場所：四万十市立中筋中学校 体育館 

(5) 関係住民からの意見を聴く場の開催 

開催日時：平成 24 年 11 月 10 日（土） 

開催場所：四万十市立中筋中学校 体育館 

(6) 紙面による意見募集： 

提出期間：平成 24 年 10 月 30 日（火）～平成 24 年 11 月 10 日（土） 

提出方法：電子メール、郵送、ファックス、回収箱への投稿 

(7) 資料の閲覧入手方法： 

報告書（素案）資料は、四国地方整備局のホームページに掲載するとともに、

国、県及び市役所で閲覧できるようにした。 

①インターネットによる閲覧 

四国地方整備局「横瀬川ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討

の場」ホームページに記載した。 

(http://www.skr.mlit.go.jp/kasen/kensyou_yokosegawa/houkokusyosoan/

houkokusyosoan.html)。 

 

②資料の閲覧場所 

国土交通省四国地方整備局 河川計画課 

（香川県高松市サンポート 3-33） 

国土交通省中村河川国道事務所 １階ロビー 

（高知県四万十市右山 2033-14） 

国土交通省中村河川国道事務所 四万十川出張所 

（高知県四万十市山路カウカ峯山 1629-2） 

国土交通省中筋川総合開発工事事務所 調査・品質確保課 

（高知県宿毛市平田町戸内 1692-1） 

国土交通省中筋川総合開発工事事務所 中筋川ダム管理庁舎 

（高知県宿毛市平田町黒川櫛ヶ崎山 5312-48） 

高知県庁土木部 河川課（高知県丸の内１丁目 2-20） 
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高知県幡多土木事務所（高知県四万十市古津賀 4 丁目 61 番地） 

高知県幡多土木事務所 宿毛事務所（高知県宿毛市宿毛 5342-7） 

四万十市役所 建設課（高知県四万十市中村大橋通 4 丁目 10） 

宿毛市役所 建設課（高知県宿毛市桜町 2-1） 

 

 

(8) 意見発表者：4 人からご意見を頂いた。 

意見発表者の地域別、世代別、性別を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           図 6-3-1 意見発表者の属性 

 

 

 

 

(9) 意見発表者のご意見 

関係住民から頂いたご意見の要旨と、それらのご意見に対する検討主体の考

え方を表 6-3-3 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域 人数 世代 人数 性別 人数

四万十市 3 人 60歳代 3 人 男性 4 人

宿毛市 1 人 80歳代 1 人 女性 0 人
計 4 人 計 4 人 計 4 人

性別 意見数世代別 意見数地域別 意見数

四万十市

宿毛市

四万十市　3人

宿毛市
　1人

60歳代

80歳代

60歳代　3人

80歳代
1人

男性

女性

男性　4人

女性　0人
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表
6
-
3
-
3
-
(
1
)
 
 

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

の
要

旨
と

検
討

主
体

の
考

え
方

(
1
/
2
)
 

章
ご

意
見

を
踏

ま
え

た
論

点
（
下

段
は

、
論

点
に

対
応

す
る

ご
意

見
の

例
）

検
討

主
体

の
考

え
方

4
.2

洪
水

調
節

の
観

点
か

ら
の

検
討

4
.3

新
規

利
水

の
観

点
か

ら
の

検
討

4
.4

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
の

観
点

か
ら

の
検

討

【
横

瀬
川

ダ
ム

の
目

的
に

関
す

る
ご

意
見

に
つ

い
て

】

・
中

筋
川

流
域

で
生

活
し

半
世

紀
以

上
に

な
る

が
、

こ
の

間
幾

度
と

な
く
洪

水
被

害
に

悩
ま

さ
れ

て
き

た
。

こ
う

し
た

こ
と

か
ら

地
域

を
あ

げ
て

各
行

政
機

関
に

対
し

、
抜

本
的

な
治

水
対

策
を

訴
え

て
き

た
。

そ
の

結
果

、
中

筋
川

流
域

の
流

路
延

長
工

事
や

、
河

床
整

備
、

堤
防

工
事

な
ど

の
対

策
が

段
々

と
図

ら
れ

て
き

て
い

る
が

、
ま

だ
ま

だ
安

心
と

は
言

え
な

い
。

・
明

治
３

年
の

大
洪

水
で

は
家

屋
・
人

馬
が

流
さ

れ
た

。
ま

た
、

大
正

9
年

8
月

の
大

洪
水

で
も

同
じ

よ
う

に
流

さ
れ

、
た

び
た

び
被

害
を

生
じ

て
き

た
。

そ
し

て
、

田
畑

は
荒

れ
、

皆
無

と
な

っ
た

。
（
横

瀬
地

区
は

4
km

の
細

長
い

集
落

で
、

8
0
町

歩
の

田
畑

が
あ

る
。

）
　

そ
こ

で
、

大
正

1
0
年

に
耕

地
整

理
組

合
を

発
足

さ
せ

、
何

年
も

か
か

り
大

変
苦

労
し

、
耕

地
整

理
を

進
め

て
き

た
。

今
ま

で
土

地
改

良
事

業
は

４
回

も
行

っ
て

き
て

い
る

。

・
横

瀬
住

民
は

災
害

か
ら

生
命

・
財

産
を

守
り

、
地

域
の

活
性

化
に

全
力

を
尽

く
し

て
き

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
未

だ
に

大
物

川
（
横

瀬
川

の
上

流
）
に

3
0
0
～

4
0
0
m

m
の

雨
が

降
れ

ば
、

今
で

も
、

明
治

・
大

正
と

同
じ

被
害

に
な

る
。

・
内

水
対

策
を

含
め

て
、

工
事

再
開

を
住

民
の

一
人

と
し

て
切

に
願

う
も

の
で

あ
る

。

・
ご

意
見

の
と

お
り

、
中

筋
川

流
域

で
は

近
年

で
も

浸
水

被
害

が
相

次
ぎ

、
早

急
な

治
水

対
策

が
必

要
で

あ
る

と
認

識
し

て
い

ま
す

。

・
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

の
検

証
は

、
「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
関

す
る

有
識

者
会

議
」が

と
り

ま
と

め
た

「
中

間
と

り
ま

と
め

」
を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
手

法
を

定
め

た
｢ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣が
通

知
さ

れ
、

こ
れ

に
基

づ
き

、
予

断
を

持
た

ず
に

検
討

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・
な

お
、

横
瀬

川
ダ

ム
建

設
事

業
の

こ
れ

ま
で

の
経

緯
も

踏
ま

え
、

出
来

る
だ

け
速

や
か

に
対

応
方

針
（
案

）
を

と
り

ま
と

め
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

・
今

後
、

洪
水

や
内

水
に

よ
る

浸
水

被
害

の
発

生
状

況
を

注
視

し
つ

つ
調

査
・
検

討
を

行
う

と
共

に
、

必
要

な
施

策
に

つ
い

て
幅

広
く
検

討
し

、
国

、
県

、
市

が
協

力
・
連

携
・
分

担
し

て
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

【
横

瀬
川

ダ
ム

の
水

力
発

電
等

有
効

活
用

に
対

す
る

ご
意

見
に

つ
い

て
】

・
ダ

ム
の

運
用

に
つ

い
て

で
あ

る
が

、
ダ

ム
の

水
利

用
が

十
分

に
な

さ
れ

て
い

な
い

。
生

活
に

必
要

不
可

欠
な

電
力

供
給

と
し

て
、

ダ
ム

に
よ

る
電

力
活

用
や

、
水

不
足

に
悩

む
地

域
に

活
用

す
る

こ
と

を
検

討
さ

れ
た

い
。

・
原

子
力

に
頼

ら
な

い
自

然
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
叫

ば
れ

て
い

る
が

、
当

地
域

で
は

、
坂

本
ダ

ム
、

中
筋

川
ダ

ム
、

そ
し

て
横

瀬
川

ダ
ム

と
い

う
電

力
を

生
み

出
す

、
す

ば
ら

し
い

施
設

が
あ

り
、

こ
の

施
設

を
フ

ル
活

用
し

、
今

以
上

の
発

電
が

可
能

か
ど

う
か

、
英

知
を

結
集

し
取

り
組

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。

・
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

で
は

、
ダ

ム
下

流
の

正
常

流
量

確
保

の
た

め
の

ダ
ム

の
放

流
水

に
よ

り
発

電
し

、
ダ

ム
管

理
に

必
要

な
電

力
を

ま
か

な
う

ダ
ム

管
理

用
発

電
を

計
画

し
て

い
ま

す
。

な
お

、
既

設
の

中
筋

川
ダ

ム
に

お
い

て
も

、
ダ

ム
管

理
用

発
電

を
行

っ
て

お
り

、
水

力
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
有

効
に

活
用

し
て

い
ま

す
。

・
な

お
、

頂
い

た
ご

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
。

今
後

の
検

討
に

際
し

、
参

考
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

【
地

域
振

興
に

対
す

る
ご

意
見

に
つ

い
て

】

・
豊

か
な

自
然

が
残

さ
れ

て
お

り
、

横
瀬

川
ダ

ム
湖

を
観

光
資

源
と

し
て

利
用

し
た

い
。

・
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

の
検

証
は

、
「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
関

す
る

有
識

者
会

議
」が

と
り

ま
と

め
た

「
中

間
と

り
ま

と
め

」
を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
手

法
を

定
め

た
｢ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣が
通

知
さ

れ
、

こ
れ

に
基

づ
き

、
予

断
を

持
た

ず
に

検
討

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・
地

域
振

興
へ

の
効

果
に

つ
い

て
は

、
評

価
軸

「
地

域
社

会
へ

の
影

響
（
地

域
振

興
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
か

）
」
に

お
い

て
、

評
価

を
行

っ
て

い
ま

す
。
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表
6
-
3
-
3
-
(
2
)
 
 

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

の
要

旨
と

検
討

主
体

の
考

え
方

(
2
/
2
)
 

章
ご

意
見

を
踏

ま
え

た
論

点
（下

段
は

、
論

点
に

対
応

す
る

ご
意

見
の

例
）

検
討

主
体

の
考

え
方

・
 ダ

ム
は

ど
う

し
て

も
造

っ
て

頂
か

な
い

と
困

る
。

中
筋

地
区

住
民

の
ほ

と
ん

ど
の

住
民

の
思

い
で

あ
る

。
こ

こ
ま

で
や

っ
て

き
た

中
で

、
今

更
、

止
め

ら
れ

て
は

た
ま

ら
な

い
。

ダ
ム

が
必

要
で

あ
る

と
い

う
信

念
の

一
途

で
あ

る
。

・
 地

域
と

し
て

国
交

省
に

協
力

し
て

き
た

。
一

生
原

の
住

民
1
0
名

く
ら

い
が

移
転

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

が
、

そ
の

中
の

1
人

の
友

人
が

、
数

年
前

に
亡

く
な

ら
れ

た
が

、
病

床
に

つ
い

て
か

ら
「昔

か
ら

の
一

生
原

の
家

で
亡

く
な

り
た

い
」
が

、
口

癖
で

あ
っ

た
。

こ
の

よ
う

に
多

く
の

犠
牲

を
は

ら
っ

て
、

今
日

に
至

っ
て

お
り

、
ど

う
し

て
も

完
成

に
も

っ
て

い
っ

て
欲

し
い

。

・
 現

在
、

ダ
ム

事
業

が
ス

ト
ッ

プ
し

て
い

る
が

、
横

瀬
川

ダ
ム

の
１

日
も

早
い

完
成

を
地

域
住

民
と

と
も

に
念

願
し

て
い

る
。

・
平

田
、

山
奈

地
区

に
と

っ
て

は
、

洪
水

被
害

に
悩

ま
さ

れ
て

き
た

と
い

う
経

緯
が

あ
る

。
平

成
1
1
年

に
中

筋
川

ダ
ム

の
完

成
に

よ
り

、
洪

水
被

害
は

大
幅

に
改

善
さ

れ
て

き
て

い
る

が
、

い
ま

だ
一

部
地

区
で

は
慢

性
的

な
浸

水
被

害
が

続
い

て
お

り
、

1
0
0
％

と
は

い
え

な
い

。
横

瀬
川

ダ
ム

の
早

期
完

成
に

よ
り

、
よ

り
安

心
・
安

全
な

生
活

が
保

障
さ

れ
る

も
の

を
期

待
す

る
。

4
.6

検
証

対
象

ダ
ム

の
総

合
的

な
評

価

【
目

的
別

の
総

合
評

価
、

検
証

対
象

ダ
ム

の
総

合
評

価
に

つ
い

て
】

・
遊

水
地

は
反

対
で

あ
る

。
遊

水
地

が
想

定
さ

れ
て

い
る

江
ノ

村
箇

所
は

、
ツ

ル
の

越
冬

地
造

成
や

、
地

域
経

済
が

低
迷

す
る

中
、

農
業

が
大

き
な

経
済

基
盤

に
な

っ
て

お
り

、
無

農
薬

米
の

栽
培

な
ど

新
た

な
農

業
の

取
り

組
み

を
進

め
て

お
り

、
パ

ブ
コ

メ
の

「
優

良
農

地
を

取
り

上
げ

犠
牲

に
す

る
こ

と
は

到
底

受
け

入
れ

ら
れ

な
い

」
と

の
意

見
と

同
意

で
あ

る
。

・
1
0
月

2
5
日

の
検

討
の

場
に

関
す

る
翌

日
の

高
知

新
聞

に
表

題
が

「
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

有
利

」
の

記
事

が
あ

っ
た

が
、

高
知

県
知

事
、

四
万

十
市

長
、

宿
毛

市
長

の
考

え
も

述
べ

ら
れ

て
い

る
が

、
我

々
の

代
表

の
意

見
で

あ
り

、
地

域
と

し
て

も
同

意
す

る
。

・
報

告
書

(素
案

)は
、

中
筋

川
流

域
の

治
水

や
利

水
を

含
ん

だ
総

合
的

な
見

地
か

ら
ダ

ム
建

設
に

替
わ

る
さ

ま
ざ

ま
な

方
策

を
全

方
位

で
検

討
精

査
さ

れ
、

す
べ

て
の

面
で

横
瀬

川
ダ

ム
が

善
の

方
法

で
あ

る
と

結
論

さ
れ

て
い

る
と

思
う

。

・
今

回
の

横
瀬

川
ダ

ム
の

検
証

に
お

け
る

治
水

対
策

案
と

し
て

、
河

道
掘

削
、

引
堤

、
堤

防
の

か
さ

上
げ

、
遊

水
地

、
あ

る
い

は
放

水
路

案
と

い
っ

た
多

く
の

対
策

が
出

さ
れ

、
そ

れ
ぞ

れ
専

門
分

野
で

検
討

が
な

さ
れ

て
い

る
が

、
洪

水
時

に
お

け
る

中
筋

川
の

水
位

を
出

来
る

限
り

低
下

さ
せ

、
流

下
能

力
を

向
上

さ
せ

る
対

策
の

実
現

を
強

く
望

む
。

そ
れ

に
は

、
河

川
改

修
工

事
の

促
進

は
も

と
よ

り
、

洪
水

発
生

の
源

で
調

節
す

る
「ダ

ム
方

式
」が

も
理

に
か

な
っ

た
方

策
で

あ
る

と
考

え
る

。

・
横

瀬
川

ダ
ム

以
外

の
対

策
は

あ
り

得
な

い
と

考
え

る
。

横
瀬

川
ダ

ム
事

業
の

継
続

の
判

断
を

１
日

も
早

く
行

う
こ

と
を

願
っ

て
い

る
。

・
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

の
検

証
は

、
「
今

後
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
関

す
る

有
識

者
会

議
」が

と
り

ま
と

め
た

「
中

間
と

り
ま

と
め

」
を

踏
ま

え
て

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
四

国
地

方
整

備
局

に
対

し
て

、
ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
を

行
う

よ
う

、
指

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
検

討
の

手
順

や
手

法
を

定
め

た
｢ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣が
通

知
さ

れ
、

こ
れ

に
基

づ
き

、
予

断
を

持
た

ず
に

検
討

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・
｢ダ

ム
事

業
の

検
証

に
係

る
検

討
に

関
す

る
再

評
価

実
施

要
領

細
目

｣に
お

い
て

、
「
治

水
対

策
案

は
、

以
下

の
1
)～

2
6
)を

参
考

に
し

て
、

幅
広

い
方

策
を

組
み

合
わ

せ
て

検
討

す
る

（
略

) 
3
)

遊
水

地
(調

節
池

)等
」と

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

れ
に

基
づ

き
、

遊
水

地
を

含
む

治
水

対
策

案
に

つ
い

て
も

検
討

を
行

っ
て

い
ま

す
。

・
ご

意
見

を
踏

ま
え

、
遊

水
地

案
に

つ
い

て
は

、
営

農
へ

の
影

響
に

配
慮

し
、

農
地

へ
の

影
響

を
少

し
で

も
回

避
す

る
た

め
に

遊
水

地
面

積
を

小
さ

く
し

た
『
遊

水
地

(掘
削

無
し

（
小

）
)』

と
、

他
の

対
策

案
を

組
み

合
わ

せ
て

検
討

し
て

い
ま

す
。

・
ま

た
、

同
様

に
営

農
へ

の
影

響
に

配
慮

し
た

、
「
放

水
路

（
海

ル
ー

ト
）
」
、

「
放

水
路

（
四

万
十

川
ル

ー
ト

(小
）
）
」
、

「
既

設
ダ

ム
の

有
効

活
用

（
中

筋
川

ダ
ム

貯
水

池
掘

削
）
」
が

含
ま

れ
る

対
策

案
も

検
討

し
て

い
ま

す
。

・な
お

、
横

瀬
川

ダ
ム

建
設

事
業

の
こ

れ
ま

で
の

経
緯

も
踏

ま
え

、
出

来
る

だ
け

速
や

か
に

対
応

方
針

（
案

）
を

と
り

ま
と

め
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
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6.3.3 関係地方公共団体の長からの意見聴取 

「本報告書（原案）案」に対する関係地方公共団体の長からの意見聴取を実施し

た。頂いた意見を以下に示す。 

 

【高知県知事】 

「横瀬川ダム建設事業については「継続」することが妥当であると考えられ

る」とした対応方針（原案）については、異存ありません。 

今後は、一日も早く対応方針を決定して、流域の浸水被害の軽減および四万

十市の上水道の安定的な供給を確保するため、横瀬川ダムの早期完成に向け取

り組んでいただくよう、お願いします。 

 

 

6.3.4 関係利水者からの意見聴取 

「本報告書（原案）案」に対する関係利水者からの意見聴取を実施した。 

頂いた意見を以下に示す。 

 

【四万十市長(利水参画者)】 

「横瀬川ダム建設事業の検証に係る検討報告書（原案）案」の最も有利な案

は「横瀬川ダム案」とする結果について、四万十市として異存ありません。 

四万十市の衛生的な飲料水の安定確保のため、横瀬川ダムの早期完成を強く

要望いたします。 

 

 

6.3.5 事業評価監視委員会からの意見聴取 

事業評価監視委員会からの意見聴取を実施し、その結果等について記述する予定。 
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